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　	水道工事当番店

　	今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎㉒2111（内線234）

総人口　44,020 人　	（− 10）
　男　　20,075 人　	（　	12）
　女　　23,945 人　	（− 22）
世帯数　19,153 戸　	（　	10）

12月１日現在

人 の う ご き

　12月10・11日、宮ヶ浜地区民らが報国神社前で大
しめ縄を作り、境内にある高さ22ｍ、幹回り14.6ｍの
日本一のアコウに奉納しました。稲わらを脱穀機で
整え、たたいてやわらかくした直径約40㎝・長さ10
ｍのわら３本を束ねた縄は約100㎏。２日間の作業で
住民の絆

きずな

を深め、新年の地域の安泰を願いました。

地 域安泰の新年願う
日本一のアコウに大しめ縄を奉納

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
１月１日  ㈲指宿徳永組  ☎㉒4091
　　　　　　　　　　　   （夜☎㉓2190）
　　 ２日  ㈲和田水道　  ☎㉒4522
　　 ３日  ㈱出口組　　  ☎㉖2105
  　　　　  （夜☎㉖2165）
　　 ４日  ㈲山王水道工事店☎㉔3557
　　 ５日  ㈱川路建設　  ☎㉖2077
    （夜☎080-5240-2077）
　　 ６日  中川水道㈲　  ☎㉕2706
　　 ７日  ㈲丸栄設備　  ☎㉓2694
　　 ８日  ㈲丸山水道　  ☎㉓3131
    （夜☎090-8911-3357）
　　 ９日～15日 ㈲上林山組　  ☎㉕5515
　　　　　　  （夜・休☎090-2511-4331）
　　 16日～22日 ㈱川路建設　  ☎㉖2077
　　　　　　  （夜・休☎080-5240-2077）
　　 23日～29日 ㈲吉元水道　  ☎㉒2424
　　　　　　  （夜・休☎090-8835-2223）
　　 30日～２月５日 ㈱後迫組　　  ☎㉕3111
   
山川地域  
１月１日～15日 西設備　　　  ☎㉞1176
　　 16日～31日 ㈲東水道工務店☎㉟2447
２月  ㈲前田電気　  ☎㉟9239
 
開聞地域  
１月  ㈱丸新建設　  ☎㉜2227
２月  ㈲中村組　　  ☎㉜2228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの詰
まり等は、なじみの工事店にお願いしてください。

税の種類 期　　別
市 県 民 税 ４期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

７期

口 座 振 替 日 １月25日(水)
納 付書での納期限 １月31日(火)

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色　外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

医療機関名（診療科） 電話番号

１月１日（日）【外科・内科】国立病院機構指宿病院 ☎㉒2231
１月２日（月）【外科・内科】指宿さがら病院（旧指宿鮫島病院） ☎㉒3079

１月３日（火）【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】伊藤記念病院

☎㉓3940
☎㉔4466

１月８日（日）【外科】指宿脳神経外科
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉗1177
☎㉒3295

１月９日（月）【外科】田畑クリニック（※）
【内科】福岡医院（※）

☎㉔5131
☎㉜2022

１月15日（日）【外科】長野整形外科クリニック
【内科】こどもの森小児科クリニック

☎㉓3291
☎㉗1010

１月22日（日）【外科・内科】指宿さがら病院（旧指宿鮫島病院） ☎㉒3079

１月29日（日）【外科】生駒外科医院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒3059
☎㉟0101

２月５日（日）【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】外村クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉔3770

薬局名 電話番号
１月１日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343
１月２日（月） 三愛調剤薬局 ☎㉔4715
１月３日（火） イブスキ薬局 ☎㉔4516

１月８日（日） わたせ薬局
なのはな薬局

☎㉒4739
☎㉔1111

１月９日（月） 南九州薬局指宿店 ☎㉓4689
１月15日（日） ケーアイ調剤薬局 ☎㉗1152
１月22日（日） 三愛調剤薬局 ☎㉔4715
１月29日（日） チェリー調剤薬局 ☎㉔3705
２月５日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

歯科医療機関名 電話番号
１月１日（日） いぶすき歯科医院 ☎㉕5050
１月２日（月） むこよし歯科医院 ☎㉔3151
１月３日（火） そのだ歯科医院 ☎㉒3561

※かかりつけ歯科医が不在のときは、当番歯科医を利用してください。
※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会館
　口腔保健センター（☎099-223-0378）を利用してください。

長期休日当番歯科医（診療時間９時～12時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

月日

月日

月日

項目

項目

項目

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

主な記事
　Ｐ ２～Ｐ３……新しき年に想

おも

う
　Ｐ ４～Ｐ５……いぶすき産業まつりフォト
　Ｐ ６～Ｐ９……市・県民税、国保税の申告
　Ｐ10～Ｐ12……子育て支援
　Ｐ13……………旬の人
　Ｐ16～Ｐ22……まちの話題
　Ｐ23～Ｐ27……情報掲示板
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
が
明
け
、
干え

と支
も
「
卯
」

か
ら
「
辰
」
に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
辰
」
は
「
振し

ん

」（
ふ
る
う
、
と
と
の
う
）

の
意
味
で
、
草
木
の
形
が
整
っ
た
状
態
を

表
し
て
い
ま
す
。
辰
の
本
来
の
意
味
を
考

え
れ
ば
、
新
年
を
迎
え
て
縁
起
の
よ
い
年

に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
多
く
の
人
々
の
笑
い
が
あ
ふ
れ

る
寄
席
に
は
、「
笑
門
来
福
」
の
額
を
飾
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。「
笑
い
の
あ
る
家

に
福
が
舞
い
込
む
」
と
の
伝
え
が
あ
る
か

ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
明
治
期
の
大

阪
に
あ
っ
た
幾い

く
よ
て
い

代
亭
と
い
う
寄
席
に
は
、

「
薬
」
と
書
か
れ
た
額
が
飾
っ
て
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
大
阪
の
天
満
天
神
繁
昌
亭

の
額
に
は
「
楽
」。こ
れ
は
、
人
間
国
宝
の

桂
米
朝
師
匠
が
、「
薬
」
の
草
か
ん
む
り
を

は
ず
し
て
「
楽
」
と
書
き
、「
笑
い
を
楽
し

み
、
苦
を
忘
れ
よ
う
」
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
笑
い
は
何
よ
り
の
薬
」

と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

政
治
的
に
転
換
点
と
な
る
年
の
幕
開
け

で
す
。
直
面
す
る
状
況
は
、
年
を
経
る
ご

と
に
次
第
に
高
い
波
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
人
口
構
造
は
、
少
子
・
高
齢
社
会
を

反
映
し
て
根
元
の
細
い
不
安
定
な
花
瓶
の

よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
々
が
、
心
の
中
に
漠
然
と
し

た
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
変
化
の
先
に
、

一
体
ど
ん
な
世
界
が
待
ち
受
け
て
い
る
の

か
、
こ
の
国
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か

お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
誰
も
明
確
な
展

望
を
見
い
だ
せ
な
い
で
い
ま
す
。

古
い
技
術
が
あ
っ
と
い
う
間
に
無
用
の

長
物
と
化
し
、
大
切
に
守
り
続
け
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
た
理
想
ま
で
も
が
「
時
代

遅
れ
」
と
否
定
さ
れ
る
昨
今
で
す
。

先
行
き
不
透
明
な
中
で
、
戦
後
培
わ
れ

て
き
た
価
値
体
系
ま
で
揺
ら
い
で
い
る
こ

と
が
、
人
々
の
不
安
を
増
幅
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
個
人
主
義
が
行
き
過
ぎ
て
利
己
主
義

と
化
し
、
規
範
意
識
が
希
薄
化
し
て
い
る
」、

「
権
利
ば
か
り
を
声
高
に
主
張
す
る
風
潮

が
目
立
ち
、『
公
』
に
対
す
る
『
義
務
感
』

や
、
他
者
へ
の
奉
仕
の
精
神
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
」
等
々
、
政
治
や
経
済
、
強
い
て

は
現
代
社
会
の
ひ
ず
み
を
指
摘
し
、
警
鐘

を
鳴
ら
す
識
者
が
い
ま
す
。
現
代
の
日
本

人
の
精
神
や
風
土
が
、
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ

る
ほ
ど
荒
廃
し
て
い
る
と
思
い
た
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
。
多
く
の
人
命
が
失
わ

れ
る
大
惨
事
の
中
に
あ
っ
て
も
、
暴
動
な

ど
が
起
こ
る
こ
と
は
な
く
、
被
災
者
た
ち

が
悲
し
み
に
耐
え
な
が
ら
互
い
に
助
け
合

う
姿
は
、
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
称
賛
さ
れ

ま
し
た
。

　

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
を
支
え
る

側
に
い
た
人
た
ち
が
今
後
、
続
々
と
支
え

ら
れ
る
側
に
回
り
始
め
ま
す
。
現
行
制
度

の
ま
ま
で
は
、
や
が
て
年
金
ば
か
り
か
、

医
療
や
介
護
も
財
政
的
に
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
本
市

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
平
成
」
の
時
代
を
迎
え
て
、
間
も
な

く
４
半
世
紀
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昭
和
と
い
う
時
代
が
一
歩
遠
の
い
て
ゆ
く

気
が
し
ま
す
。

　

降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り

　

こ
れ
は
、
中
村
草
田
男
が
昭
和
６
年
に

発
表
し
た
句
で
す
。
降
り
し
き
る
雪
の
中

に
居
る
と
、
時
と
場
所
の
意
識
が
空
白
と

な
り
、
昭
和
の
時
代
を
迎
え
た
現
在
が
、

明
治
時
代
の
ま
ま
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯

覚
と
、
明
治
時
代
が
永
久
に
消
え
て
し
ま

っ
た
と
の
思
い
が
同
時
に
強
ま
っ
た
と
い

い
ま
す
。
明
治
を
昭
和
と
言
い
換
え
る
と
、

妙
に
昭
和
が
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
代
に
何
を
伝
え
る
か
。
わ
が
国
は
今
、

大
き
な
変
化
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。

　

自
由
経
済
が
世
界
を
席
巻
し
て
、
私
た

ち
は
い
や
応
な
く
国
境
を
越
え
た
激
し
い

経
済
的
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
で
す
。

　

情
報
技
術
を
中
心
と
す
る
急
速
な
技
術

革
新
は
、
産
業
構
造
だ
け
で
な
く
、
人
々

の
生
活
様
式
ま
で
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
々
は
懸
命
に
知
恵
を
絞
り
、

競
争
に
挑
み
、
こ
の
変
化
の
時
代
を
生
き

抜
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
何
か
役
に
立
ち
た
い
」

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
、
全
国
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
発
的
に
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
惨
事
や
危
機
に
際

し
、
現
代
の
日
本
人
が
示
し
た
高
い
規
律

や
他
者
へ
の
思
い
や
り
の
実
例
と
し
て
、

私
た
ち
に
鮮
烈
な
記
憶
を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
日
本
人
の
心
か
ら
、
自
分
が

帰
属
す
る
集
団
へ
の
愛
や
規
範
意
識
が
失

わ
れ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、「
エ
コ
買
い
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
賞
味
期
限
の
古
い
商
品
を
選

ん
で
買
う
意
味
で
、
数
年
前
の
新
聞
広
告

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞

作
品
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。
広
告
に
は
、「
賢

い
主
婦
は
、
ス
ー
パ
ー
で
手
前
に
並
ん
で

い
る
古
い
牛
乳
を
買
う
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
が
書
か
れ
、
廃
棄
に
よ
る
ぜ
い

た
く
や
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
そ
う
と
い

う
も
の
で
す
。「
私
（
た
ち
）
さ
え
良
け
れ

ば
い
い
」
と
い
う
自
己
中
心
主
義
が
目
立

つ
昨
今
、
あ
ら
た
め
て
「
私
」
と
「
公
」

を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

辰
年
生
ま
れ
に
は
、
お
お
ら
か
で
知
識

欲
が
旺
盛
、
加
え
て
夢
や
冒
険
に
あ
こ
が

れ
る
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
が
多
く
、
ま
た
、
辰

は
天
に
昇
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

菜
の
花
が
多
く
の
観
光
客
ら
を
迎
え
る

新
春
。
幸
せ
の
黄
色
を
眺
め
な
が
ら
、
い

い
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
念
じ
る

辰
年
の
始
ま
り
で
す
。

何もなき床に置きけり
福寿草（高浜虚子）

 　　   ～新しき年に想
おも

う～

新
し
き
年

大
き
な
う
ね
り
の
中
で

不
安
と
希
望
の
中
で

思
い
を
行
動
に

指宿市長 豊留 悦男
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目移りするほど品数が豊富

子どもたちのステージに笑顔の観客

東川勝弘さん（田中）が肥育するＡ５等級の上質牛肉も販売
（東川さんが肥育した黒牛は、鹿児島県肉牛枝肉共進会において

最優秀賞２席および九州農政局長賞を受賞）

苗木無料配布に長い列 朝一番で新鮮な食材を買い求める

薩摩剣士隼人も登場

紬
むぎんちゅ

人の島唄が響く

槌橋保育園の元気太鼓

岩本地区の棒踊り

仙田地区の手拍子踊り

多くの来場者でにぎわう会場

　第26回いぶすき産業まつりが12月３日（土）・４日（日）の２日間、サンシティホールいぶすきをメーン会
場に開催されました。農水産物をはじめ、市内の事業者による自社製品、取扱商品等のＰＲ・販売が行わ
れたほか、東日本大震災による復興イベントとしての催しも行われました。
　天候にも恵まれ、特産品販売やプレゼント盛りだくさんのイベントに、約35,000人が訪れました。

各種表彰・伝達（敬称略・順不同）
産業功労者
商工業部門
　西　敏雄（町５区東）  坂井良深（町６区）
　竹下隆文（大牟礼中）
農林業部門
　永迫英一（迫中）　恒吉三郎（鹿児島市）
　川畑秀二（町７区）山野スミヱ（瀬崎）
優秀経営者
商工業部門
　濵田信行（下里）　大山修一（宮ヶ浜）
　髙﨑幸隆（湊中）　河野宣弘（町７区）
　若山啓子（摺ヶ浜南）
優良団体　
　おふくろの里　
　おかあさんの店

伝達表彰
水産庁長官表彰
　指宿地区藻場保全会

グリーンフェスタいぶすき品評会金賞受賞者
観葉植物（大鉢）の部
　　　　　　　　　　王子田逸雄観葉植物園
観葉植物
（中鉢・小鉢）の部　福留園芸
蘭の部　　　　　　　池堂實雄（中小路）
萬年青の部　　　　　濵𥔎照平（湊南）
観音竹の部　　　　　下髙原昇（湯之里）
熱帯果樹の部　　　　大小田勇（二月田）
さつきの部　　　　　濵田隆二（松原）

いぶすきフラワーコンテスト金賞受賞者
輪ギク　　　　　　　上村清輝（上手）
スプレーギク　　　　大薗幸平（前原上）
球根切花　　　　　　尾野福美（西元）
洋花・枝葉物　　　　林　哲夫（宮）
観葉・鉢物・苗物　　中村隆作（湯之里）

新鮮な魚をつかみ取り 球根のつかみ取りに挑戦中

東日本大震災の状況をパネル展示

縁起物の餅
もち

まきに大勢の人だかり

脂の乗った腹皮

よーく狙って

大 況盛 いぶすき産業まつり
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もうすぐ始まります
市 ・ 県 民 税
国民健康保険税の申告平成

24年度

申告期間：２月９日（木）〜３月15日（木）
　平成24年１月１日現在で指宿市に住所のある人は、
市・県民税等の申告が必要です。
　申告は、市・県民税や国民健康保険税等を正しく課
税するための資料になるほか、福祉・医療の給付や保
育料の判定等にも用いられます。
　早めに準備をして、決められた申告期日・会場にお
越しください。

■所得がなくても申告は必要です。
　「所得がない（少ない）から」、「所得税がかからないから」といって、申告をしなくていいことにはなりませ

ん。所得がない場合は、ないことを申告していただかなければなりません。
■収入が公的年金だけでも、一定額以上の収入であれば申告が必要です。
　年金のみの収入であっても、65歳以上で年金収入が148万円、65歳未満で98万円を超える人であれば、申告が必

要です。申告をしないと、各種控除を受けられない場合があります。
■特別な所得があった場合は申告が必要です。
　通常の所得とは別に、生命保険の満期払戻金や土地、建物等財産の売買による所得など、平成23年中に特別な

所得があった場合は、申告をしなければなりません。
※申告をしないといけないのかの判断ができない場合は、税務課へ問い合わせてください。

■仕事等の関係で平日に申告へ行けない人は、日曜日に申告を受け付けます。
　申告受付期間中に２回、日曜日に申告を受け付けます。平日にどうしても都合がつかない場合は、利用してく
　ださい。日曜日の申告受付日は、９ページをご覧ください。

○申告をしなくていい人
　①税務署で所得税の確定申告をする人
　②給与収入のみの人で、給与支払報告書が市役所に提出され、年末調整が済んでいる人
　③公的年金のみの収入で、次に該当する人
　　・公的年金等収入が148万円以下の65歳以上（昭和22年１月１日以前に生まれた人）　
　　・公的年金等収入が 98万円以下の65歳未満（昭和22年１月２日以降に生まれた人）　
　　※ただし、障害年金・遺族年金のみの収入がある人は、申告が必要です。　
　④収入がなく、年末調整や確定申告で市内に住む親族の扶養になっている人

○国保税等の軽減制度が適用されず、高額療養費の負担限度額も高くなります。
　申告をしないと、一定の所得以下に適用される国保税・後期高齢者医療保険料の軽減制度の適用がなく、減額
　されないまま課税されます。また、高額療養費の支給における加入者の負担限度額が高く設定されます。介護
　保険料についても、同様の不利益が生じる場合があります。
○各種税務証明が発行できません。
　各種申請・手続きに必要な所得証明書や課税証明書が発行できない場合があります。

あなたは申告が必要ではありませんか？ ～次に該当しない場合は申告が必要です～

申告をしないとどうなりますか？ ～申告をしないと次のような不都合があります～

■印鑑（認印で可）

■収入金額や経費が証明できるもの
○給与所得、年金所得がある人
　源泉徴収票または賃金明細書など
○事業所得（営業・農業）、不動産所得がある人
　収入と経費が分かる帳簿や収支内訳書、必要経費

の領収書（証明書）、出荷証明書など（家族名義分
を含む）
○一時所得、その他の雑所得等がある人
　支払機関発行の支払額証明書など
○譲渡所得（土地・建物等の売買による所得）があ
る人

　収入が分かる書類（契約書等）、取得費用や譲渡
費用が分かるもの

■各種の控除を受ける人は、それを証明できるもの
○保険料控除を受ける人
　社会保険料（国民年金・国保税等）、生命保険料、

地震保険料の控除用証明書
※国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険料にか

かる社会保険料の控除用証明書は、１月中旬ごろ、
市から対象者あてに送付します。大切に保管し、
申告時に持参してください。
○医療費控除を受ける人
　医療費および介護保険で受けた各種サービスの領

収書。また、保険金などから補てんされた場合は、
その金額が分かるもの
○障害者控除を受ける人
　身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳な

ど
※身体障害者手帳などを持っていない人で、介護保

険の認定を受けている人は、市が交付する「障害
者控除対象者認定書」を提示することで、障害者
控除を受けられる場合があります。詳しくは、長
寿介護課介護保険係へ問い合わせてください。

問い合わせ先　税務課市民税係
　　　　　　　☎㉒2111（内線221）

申告に必要なもの

申告前に準備すること申告受付会場

市・県民税、国保税の申告

①経費等の領収書等は、費目ごとに分けて、合計
を計算しておいてください。

②医療費控除を受ける人は、医療を受けた人およ
び医療機関別に分けて、合計を計算しておいて
ください。
※必要書類がそろっていない場合や計算がされて
いない場合は、他の申告来場者を待たせること
になるため、再度来場していただいたり、受付
　の順番が後回しになったりすることがあります。

　８～９ページの日程表で確認してください。
※所得税がかかる人や所得税の還付を受ける人は、
税務署で確定申告をしてください。確定申告をす
れば、申告会場での申告は必要ありません。
※申告受付期間中は、各庁舎の税務課窓口での申告
を受け付けていませんので注意してください。

年金所得者の平成23年分の確定申告について

※所得税の確定申告書の提出が不要でも、住民税の申告は必要です。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧に
なるか、指宿税務署にお尋ねください。
問い合わせ先　指宿税務署　☎㉒2548

　平成23年分の確定申告から、公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ、公的年金等にかか
る雑所得以外の所得金額が20万円以下の場合には、所得税について確定申告書の提出が不要になりました。
　ただし、医療費控除等による所得税の還付を受けるための申告書は提出できます。
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期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

２月17日
（金）

 9：00～11：30 1区西・東、2区西・東、3区西・東、4区西・東、5区西・東、6区、7区、8区
山川文化ホール

13：00～16：00 中村、岩下、天神下、愛宕下、東、中小路、後馬場 
 9：00～11：30 谷村上、小川東

小川区集落センター
13：00～16：00 谷村下、小川中、小川西

２月20日
（月）

 9：00～11：30 平原、上出、西村
大山集落センター

13：00～16：00 迫、田上、春
 9：00～11：30 中、東上、東下

利永集落センター
13：00～16：00 市山上、市山下、寺

申告受付における注意事項
　○居住する地区（平成24年１月１日現在）の申告会場で申告してください。
　○仕事などにより地区の会場で申告できない人は、「各地区の申告に行けなかった人」の期間に申告してください。
　○平日にどうしても時間が取れない人は、日曜日（指定日のみ）に申告ができます。
　○税務署から確定申告の書類が送られてきた人は、税務署で申告してください。（市から別途通知のあった人は除きます。）
　○各会場では、原則として所得税の還付申告は受け付けられません。

【指宿地域】

【山川地域】

平成24年度市・県民税、国民健康保険税申告日程

期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

２月９日
（木）

 9：00～11：30 迫中、迫南、湊上、湊中、湊南、湊北
時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ

13：00～16：00 下里、向吉、大渡、国立病院
 9：00～11：30 南迫田、柳田、宮、玉利

市役所指宿庁舎第１会議室
13：00～16：00 大牟礼西、大牟礼中、大牟礼東、潟口、潟山、湯之里、高野原

２月10日
（金）

 9：00～11：30 尾掛、上吹越
魚見校区公民館

13：00～16：00 下吹越、五郎ヶ岡
 9：00～11：30 二月田、弥次ヶ湯、温湯

市役所指宿庁舎第１会議室
13：00～16：00 北十町、南十町、田良、木之下
 9：00～11：30 片野田、中小路、小田

時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ
13：00～16：00 丈六、摺ヶ浜北、摺ヶ浜中、摺ヶ浜南、迫北

２月13日
（月）

 9：00～11：30 細田東後、細田東前、細田西
新西方中央公民館

13：00～16：00 鳥山、渡瀬、永吉
 9：00～11：30 道上、宮之前、中川、田之畑、中福良、外城市、十石

指宿校区公民館
13：00～16：00 久保、垂門、狩集、水迫、臼山

２月14日
（火）

 9：00～11：30 岩本東、浜西、上西
岩本漁村センター

13：00～16：00 岩本中、麓上、麓下、浜東、上東
 9：00～11：30 道下、道下上、道下東、大園原、大当、永嶺

指宿校区公民館
13：00～16：00 宮ヶ浜

２月16日
（木）

 9：00～11：30 瀬崎、戸迫
小牧営農研修センター

13：00～16：00 小牧中、小牧西、小牧東、畠久保
 9：00～11：30 中浜、池崎、堀切園

池田校区公民館
13：00～16：00 仮屋、下門、大迫、石嶺、新永吉

【山川地域（つづき）】
期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

２月21日
（火）

 9：00～11：30 野元、清水、東、西
徳光公民館

13：00～16：00 今村、大石、中央、徳光
 9：00～11：30 井手上、井手下、井手前、川口、成川浜

成川区民センター
13：00～16：00 山神上、山神下、森松東、森松西

２月23日
（木）

 9：00～11：30 東道、西道、野道、高尾 浜児ヶ水集落センター
13：00～16：00 尾下 尾下公民館
 9：00～11：30 中野、神方上、神方下、永田、下原

成川区民センター
13：00～16：00 前薗上、前薗下、前原上、前原下
13：00～16：00 鰻 鰻区避難施設

【開聞地域】
期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

２月24日
（金）

 9：00～11：30 西元
下仙田地区農村研修センター

13：00～16：00 荒田
 9：00～11：30 上手、加治、田中

上仙田地区営農研修館
13：00～16：00 下吉、谷村

２月27日
（月）

 9：00～11：30 脇、物袋
十町西部地区農村研修センター

13：00～16：00 塩屋、入野
 9：00～11：30 苙口、玉井、中組

農村環境改善センター
13：00～16：00 東開聞、西開聞、松原田

２月28日
（火）

 9：00～11：30 上野東、上野中
上野地区営農研修館

13：00～16：00 上野西、坂下
 9：00～11：30 川尻東、松原、鎮守、川尻中

川尻ふれあい交流館
13：00～16：00 蛭子、川尻西、川尻上、川尻北

○市から申告日の連絡があった人および各地区の申告に行けなかった人
期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

３月１日（木）  9：00～11：30
13：00～16：00 山川地域 山川文化ホール

３月２日（金）
３月５日（月）  9：00～11：30

13：00～16：00 開聞地域 コミュニティー消防センター
３月６日（火）
３月８日（木）

 9：00～11：30
13：00～16：00 指宿地域の人で、市から申告日の連絡があった人 市役所指宿庁舎第１会議室３月９日（金）

３月12日（月）

３月13日（火）
 ～15日（木）

 9：00～11：30
13：00～16：00 指宿地域の人で、各地区の申告に行けなかった人 市役所指宿庁舎第１会議室

○仕事等でどうしても平日に時間が取れない人（日曜日の申告受付）
期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

２月26日
（日）

9：00～11：30
市内全域 市役所指宿庁舎税務課窓口

13：00～16：00

３月11日
（日）

9：00～11：30
市内全域 市役所指宿庁舎税務課窓口

13：00～16：00

問い合わせ先　税務課市民税係　☎㉒2111（内線221）

市・県民税、国保税の申告
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童
相
談
室

　

 

児
童
問
題
（
育
児
相
談
、
児
童
虐
待
、

不
登
校
な
ど
）
に
関
す
る
幅
広
い
相
談

に
、
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

○
地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係
内

☎
㉓
１
０
６
３
（
直
通
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

保
健
セ
ン
タ
ー

　

 

育
児
不
安
や
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
な

ど
、
親
子
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

専
門
保
育
士
が
、
育
児
に
関
す
る
全
般

的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
乗
船
寺
保
育
園
内　
　

☎
㉒
４
５
２
１

○
開
聞
保
育
園
内　
　
　

☎
㉜
２
２
７
０

主
任
児
童
委
員
・
民
生
委
員

　

 

育
児
な
ど
の
児
童
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
密
着
し
た
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

○
地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係
内

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

そ
の
他
の
育
児
相
談
施
設

【
私
立
の
施
設
】

　

光
明
禅
寺
保
育
園　
　

☎
㉒
２
３
６
９

　

ひ
ば
り
保
育
園　
　
　

☎
㉒
５
２
５
４

　

魚
見
保
育
園　
　
　
　

☎
㉒
２
８
３
０

　

槌
橋
保
育
園　
　
　
　

☎
㉕
２
０
２
０        

■
実
施
施
設

　

福
岡
医
院　

☎
㉜
２
０
２
２

休
日
保
育

　

 

日
曜
や
国
民
の
祝
日
な
ど
の
休
日
に
、

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
子
ど
も
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
、
休
日
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 

休
日
保
育
の
利
用
は
、
市
へ
の
事
前
登

録
と
申
請
が
必
要
で
す
。

■
実
施
施
設

　

や
ま
が
わ
保
育
園　

☎
㉟
２
３
０
１

病
後
児
・
休
日
保
育
の
申
請
・
問
い
合
わ

せ
先

　

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）　

学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

 

仕
事
な
ど
の
た
め
、
家
庭
に
保
護
者
が

帰
っ
て
来
て
い
な
い
子
ど
も
（
主
に
小

学
校
低
学
年
）
を
、
平
日
の
放
課
後
や

土
曜
日
に
預
か
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
、

各
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
ひ
ば
り
児
童
ク
ラ
ブ

（
ひ
ば
り
保
育
園
）　

☎
㉒
５
２
５
４

○
魚
見
児
童
ク
ラ
ブ

（
魚
見
保
育
園
）　
　

☎
㉒
２
８
３
０

○
げ
ん
き
っ
ず

（
槌
橋
保
育
園
）　
　

☎
㉕
２
０
２
０

○
新
西
方
こ
う
こ
う
ク
ラ
ブ

（
新
西
方
保
育
園
）　

☎
㉕
２
８
６
１

○
池
田
児
童
ク
ラ
ブ

（
池
田
保
育
園
）　
　

☎
㉖
２
１
１
６

○
徳
光
児
童
ク
ラ
ブ

（
慈
光
保
育
園
）　
　

☎
㉟
０
９
０
３

○
た
い
せ
い
児
童
ク
ラ
ブ

（
た
い
せ
い
保
育
園
）
☎
㉟
２
２
７
５

○
開
聞
児
童
ク
ラ
ブ
童ど
う
む夢

（
開
聞
保
育
園
）　
　

☎
㉜
２
１
０
０

○
川
尻
マ
ン
ゴ
ー
く
ら
ぶ

（
川
尻
保
育
園
）　
　

☎
㉜
２
１
４
１

○
ひ
ま
わ
り
会

（
み
ど
り
幼
稚
園
）　

☎
㉕
２
０
２
１

○
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ

（
コ
ス
モ
ス
幼
稚
園
）
☎
㉒
５
５
５
８

　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
て

個
々
に
応
じ
た
指
導
と
相
談
を
行
い
、
学

校
復
帰
を
支
援
し
ま
す
。

は
し
む
れ
教
室

　

 

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
の
一
室

で
、
相
談
や
学
習
、
体
験
活
動
を
行
い

な
が
ら
、
登
校
を
促
し
ま
す
。

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

■
あ
そ
び
の
広
場

　

 

親
子
遊
び
、
お
し
ゃ
べ
り
会
、
手
作
り

お
や
つ
の
紹
介
な
ど

　

 

第
１
～
第
３
木
曜
日
（
指
宿
地
域
内
の

各
校
区
公
民
館
を
順
番
で
）

　

第
４
木
曜
日
（
槌
橋
保
育
園
に
て
）

　

保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
に
お
い
て
、
通

常
保
育
の
ほ
か
に
、
保
護
者
の
実
情
に
応

じ
た
特
別
保
育
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
時
保
育

　

 

保
護
者
が
、
病
気
や
そ
の
他
の
事
情
で
、

緊
急
・
一
時
的
に
育
児
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
、
次
の
施
設
で
一
時
保
育
を

行
い
ま
す
。

○
光
明
禅
寺
保
育
園　
　

☎
㉒
２
３
６
９

○
ひ
ば
り
保
育
園　
　
　

☎
㉒
５
２
５
４

○
魚
見
保
育
園　
　
　
　

☎
㉒
２
８
３
０

○
槌
橋
保
育
園　
　
　
　

☎
㉕
２
０
２
０

○
新
西
方
保
育
園　
　
　

☎
㉕
２
８
６
１

○
池
田
保
育
園　
　
　
　

☎
㉖
２
１
１
６

○
慈
光
保
育
園　
　
　
　

☎
㉟
０
９
０
３

○
た
い
せ
い
保
育
園　
　

☎
㉟
２
２
７
５

○
や
ま
が
わ
保
育
園　
　

☎
㉟
２
３
０
１

○
開
聞
保
育
園　
　
　
　

☎
㉜
２
１
０
０

○
川
尻
保
育
園　
　
　
　

☎
㉜
２
１
４
１

病
後
児
保
育

　

 

病
気
の
回
復
期
に
あ
る
子
ど
も
に
対
し

て
、
病
後
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 

な
お
、
病
後
児
保
育
の
利
用
は
、
市
へ

の
事
前
登
録
と
申
請
が
必
要
で
す
。

　

親
子
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
が
広
が

り
ま
す
。

指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
２
１
１
１

（
内
線
２
８
３
）

■
施
設
・
遊
具
開
放

　

毎
週
水
曜
日　

　

９
時
～
11
時

■
楽
し
く
遊
ぼ
う
教
室

　

第
２
・
４
水
曜
日

　

10
時
～
11
時

山
川
文
化
ホ
ー
ル　

☎
㉞
１
１
１
３

（
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
）

■
和
室
・
遊
具
開
放

　

毎
月
第
１
月
曜
日　

10
時
～
11
時
30
分

開
聞
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
㉜
５
６
７
８

■
施
設
・
遊
具
開
放

　

毎
週
金
曜
日　

９
時
～
11
時　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

槌
橋
保
育
園　

☎
㉕
２
０
２
０

■
絵
本
の
広
場

　

絵
本
の
読
み

　

聞
か
せ
な
ど

　

毎
週
火
曜
日

　

（
指
宿
図
書

　

館
に
て
）

　

毎
週
金
曜
日

　

（
コ
ー
プ
指
宿
店
に
て
）

お父さん、お母さんを応援！

　近年、家庭、特に子どもたちを取り巻く環境は、大きく変化しています。
　急速な少子化や核家族の増加などによって、地域のきずなが弱まり、地域が持っていた子育て機能が低下して
います。そのため、育児が孤立しがちとなり、子育てに自信を持てない親が増えています。
　市や各施設では、子育てに喜びや楽しみを持てるように、さまざまな取り組みを行っています。親と地域が一
体となって、まち全体で子どもたちをはぐくんでいきましょう。

子
育
て
の
悩
み
相
談
窓
口

親
子
で
楽
し
む
施
設
や
イ
ベ
ン
ト

特
別
保
育
事
業
な
ど

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
た
め
に

保健センター開放コープ指宿店での様子

子育て支援

楽しく子育て 親子で笑顔
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「いぶすき大好き大使」として
　全国に指宿をＰＲしています

モ
デ
ル
タ
レ
ン
ト

下
竹
原　

志
保 

さ
ん
（
東
方
出
身
）

　

小
学
校
入
学
前
ま
で
、
指
宿
で
過
ご
し

ま
し
た
。
モ
デ
ル
タ
レ
ン
ト
の
仕
事
は
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
憧あ

こ
がれ
で
し
た
の
で
、

楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
で
生
活
し
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、

鹿
児
島
や
指
宿
の
情
報
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。「
旬
な
情
報
が
ほ
し
い
」
と
思

い
、
市
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
22
年

12
月
に
、「
い
ぶ
す
き
大
好
き
大
使
」
に
任

命
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

随
時
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
ブ
ロ

グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
日
記
）
や
仕

事
を
通
じ
て
、「
旬
の
指
宿
」
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
何

か
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ブ
ロ
グ
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
温
泉
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
知
識
を
持
ち
、
そ
の
楽
し
み
方

を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
温
泉
ソ
ム
リ
エ
」

に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
温
泉
ソ
ム
リ
エ

の
立
場
か
ら
も
、
指
宿
の
温
泉
そ
の
も
の

の
良
さ
も
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

指
宿
商
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
、
指
宿

駅
で
の
お
茶
の
ふ
る
ま
い
や
地
元
の
特
産

品
を
使
っ
た
商
品
開
発
な
ど
で
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
生
徒
さ
ん
や
地
元
企

業
の
皆
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
指

宿
を
盛
り
上
げ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
指
宿

を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
い
ぶ
す
き

大
好
き
大
使
」
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

下
竹
原
志
保
さ
ん
の
ブ
ロ
グ

　

「
志
保
の
南
風
日
記
」

　

http://am
eblo.jp/saisaihappy/

11月25日、指宿商業高校で生徒と歓談

■
郷
中
わ
く
わ
く
体
験
塾

　

 

地
域
の
公
民
館
が

中
心
に
な
り
、「
異

年
齢
と
の
共
同
活

動
等
を
通
し
た
、

心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
青
少
年
の
育

成
」
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
家
庭
教
育
学
級

　
 

保
育
所
・
幼
稚
園
や
各
学
校
で
、
家
庭

で
の
子
ど
も
の
養
育
や
教
育
に
つ
い
て

必
要
な
知
識
等
を
学
習
す
る
た
め
に
開

設
し
て
い
ま
す
。

■
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

　

 

市
で
養
成
し
た
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
が

毎
月
１
回
、
親
子
で
参
加
で
き
る
子
育

て
サ
ロ
ン
「
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
㉓
５
１
０
０
（
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ
内
）

　

児
童
虐
待
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
虐
待
に
よ
っ
て
子
ど
も
を
死
に
至

ら
し
め
た
り
、
重
い
障
害
を
与
え
た
り
、

心
に
大
き
な
傷
を
負
わ
せ
た
り
す
る
な
ど
、

悲
惨
な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

虐
待
は
、
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。
あ

な
た
の
身
の
回
り
で
気
に
な
る
こ
と
が
起

こ
っ
た
場
合
に
は
、
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

通
報
先

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０

○
県
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
９-

２
６
４-

３
０
０
３

通
報
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
㉓
１
０
６
３
（
直
通
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

　

市
内
で
わ
ら
べ
う
た
や
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
豊

か
な
感
性
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら
う
た
め
の

活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
を
紹
介
し
ま
す
。

○
お
は
な
し
風
の
会
（
会
員
17
人
）

　

☎
㉗
９
１
３
１

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
本
と
人
と
を
つ
な
ぐ

　

「
そ
ら
ま
め
の
会
」（
会
員
26
人
）

　

☎
０
８
０-

６
４
３
０-

２
８
２
７

○
や
な
ぎ
お
は
な
し
の
会
（
会
員
５
人
）

　

☎
㉓
２
３
２
５

○
指
宿
お
は
な
し
の
会
（
会
員
３
人
）

　

☎
㉓
３
４
３
８

○
山
川
「
お
は
な
し
ぶ
ら
ん
こ
」
の
会 

　

（
会
員
６
人
）

　

☎
㉟
２
５
３
３

○
指
宿
養
護
学
校
あ
そ
び
う
た
サ
ー
ク
ル

　

「
ぱ
す
て
る
」（
会
員
５
人
）

　

☎
㉓
３
２
１
１

○
人
形
劇
団
か
ぐ
や
姫
（
会
員
11
人
）

　

☎
㉔
３
６
９
０

○
音
楽
と
遊
ぼ
う
（
会
員
15
人
）

　

☎
㉒
４
０
２
０

　

初
め
て
お
母
さ
ん
に
な
る
人
や
転
入
し

た
人
な
ど
か
ら
、
育
児
グ
ル
ー
プ
の
問
い

合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

る
育
児
グ
ル
ー
プ
を
多
く
の
親
や
保
護
者

に
紹
介
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

育
児
に
関
す
る

活
動
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
は
、
ぜ

ひ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

児
童
虐
待
へ
の
取
り
組
み

子
育
て
に
エ
ー
ル
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

育
児
グ
ル
ー
プ
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

地
域
や
学
校
等
の
取
り
組
み

子
ど
も
教
育
支
援
活
動

子育て支援

　

子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
家
庭
や
地
域

の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
各
施
設
等
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

　

社
会
教
育
課
文
化
係

　

☎
㉓
５
１
０
０

■
入
館
料
半
額

　

 

市
内
小
・
中
学
生
の
土
曜
日
の
入
館
料

を
半
額
に
し
て
い
ま
す
。

■
は
し
む
れ
土
曜
体
験
館

　

 

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
文
化
財
な
ど
を
活

用
し
て
、
体
験
学
習
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

■
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

 

ま
が
玉
づ
く
り
や

　

あ
ん
ぎ
ん
編
み
な

　

ど
が
体
験
で
き
ま

　

す
（
材
料
費
が
必

　

要
で
す
）。

指
宿
図
書
館　
☎
㉓
２
８
２
７

■
毎
月
１
回　

お
は
な
し
会
な
ど

■
毎
年
３
回　

ビ
デ
オ
ア
ニ
メ
館

■
毎
年
２
回　

図
書
館
講
座

山
川
図
書
館　
☎
㉟
３
３
０
０

■ 

毎
月
１
回　

ふ
れ
あ
い
映
画
会
や
お
は

な
し
会
な
ど

■
毎
年
２
回　

図
書
館
講
座

開
聞
図
書
室　
☎
㉜
４
８
７
７

■
毎
月
１
回　

お
は
な
し
会

あんぎん編み体験

郷中わくわく体験塾の様子スマイルひろば

人形劇団かぐや姫の活動
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西
多
羅
ヶ
迫
遺
跡
で
は
、
九
州

で
最
古
級
に
位
置
付
け
ら
れ
る
旧

石
器
時
代
の
人
々
の
道
具
が
数
多

く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
道
具
の
１
つ
に
、
体
長
２

ｍ
を
超
え
る
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
、

巨
大
な
角
を
持
つ
ニ
ホ
ン
ム
カ
シ

シ
カ
な
ど
の
大
型
動
物
を
捕
ま
え

る
た
め
に
使
わ
れ
た
石い

し
や
り槍
が
あ
り

ま
す
。

　

石
槍
は
、
先
端
が
と
が
り
、
ジ

ャ
ス
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
と
て
も
固

い
石
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

石
槍
が
使
わ
れ
た
年
代
は
、
科

学
的
な
分
析
の
結
果
、
約
２
万
７

千
年
前
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

旧
石
器
時
代
の
人
々
が
使
っ
て

い
た
石
槍
が
眠
っ
て
い
た
地
層
は
、

鹿
児
島
県
の
シ
ラ
ス
台
地
を
形
成

し
て
い
る
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
噴
火

で
堆た

い
せ
き積

し
た
入い

と戸
火
砕
流
の
下
に

あ
り
ま
す
。

　

最
新
の
研
究
に
よ
る
と
、
旧
石

器
時
代
の
人
々
は
、
家
族
単
位
で

大
型
の
動
物
を
追
い
掛
け
な
が
ら
、

移
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

か
つ
て
、
指
宿
の
大
地
で
は
、

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
を
追
い
掛
け
る
石

槍
を
持
っ
た
た
く
ま
し
い
ハ
ン
タ

ー
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
で

し
ょ
う
。

　

開
聞
山
麓
自
然
公
園
に
は
、
ト

カ
ラ
馬
と
い
う
日
本
在
来
馬
が
い

ま
す
。
背
中
ま
で
の
高
さ
が
１
２

０
㎝
程
で
、
栗
色
を
し
た
ポ
ニ
ー

の
よ
う
な
小
型
馬
で
す
。
た
て
が

み
や
尾
の
毛
が
長
く
、
濃
い
色
を

し
て
い
て
、
と
て
も
お
と
な
し
く

人
懐
こ
い
馬
で
す
。

　

か
ご
し
ま
文
化
財
辞
典
に
よ
る

と
、
ト
カ
ラ
馬
の
歴
史
は
明
治
30

年
ご
ろ
、
喜
界
島
か
ら
ト
カ
ラ
列

島
の
宝
島
へ
十
数
頭
が
移
入
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

戦
前
に
は
１
０
０
頭
前
後
が
飼

育
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
そ

の
後
減
り
続
け
、
昭
和
27
年
に
は

43
頭
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
年
、
専
門
家
に
よ
っ
て
「
ト

カ
ラ
馬
」
と
名
付
け
ら
れ
、
純
粋

な
在
来
馬
と
し
て
貴
重
な
種
類
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
翌
年
に

は
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
島
だ

け
で
の
飼
育
保
存
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
た
め
、
各
地
へ
移
し
て
飼

育
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
環
境
が
似
て
い
る
開
聞
山

麓
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
は
、
昭

和
38
年
ご
ろ
の
こ
と
で
す
。

西に
し
た
ら
が
さ
こ

多
羅
ヶ
迫
遺
跡（
そ
の
③
）

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
ハ
ン
タ
ー
と

　
　
　

 

天
然
記
念
物
の
馬

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
68

ト
カ
ラ
馬

開聞山麓のトカラ馬

時遊館COCCOはしむれで展示
中のナウマンゾウの等身大骨格
写真（岩宿博物館所蔵）

■主催　いぶすき菜の花オープンゴルフ大会実行委員会
■後援　鹿児島県、指宿市、指宿市観光協会、指宿商工会議所、

菜の花商工会　ほか
■参加費　プロ10,000円／アマチュア15,000円
　（前夜祭会費は、プロ無料、アマチュア3,000円、大会参加者

以外5,000円）
■定員　プロ40人／アマチュア80人
■組み合わせ　アマチュア２人とプロ２人の１組、または、ア

マチュア３人とプロ２人の１組
■申込方法　県内各ゴルフ場やゴルフ練習場、市観光協会、市

観光課などに設置してある申込書に必要事項を記入の上、封
書またはFAXで申し込んでください。

■申込締切日　１月20日（金）必着
■申込先　〒891-0602　指宿市開聞川尻6660
　　　　　いぶすきゴルフクラブ開聞コース　FAX㉜3042
■その他　詳細については、申込書をご覧ください。
問い合わせ先　同実行委員会（市観光協会内）　☎㉒3252

早春の指宿で
　　　プロ・アマ大会を開催

　

「
女
子
会
」
や
「
女
子
力
」
な

ど
、
最
近
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

「
女
子
」
と
い
う
言
葉
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
観
光
業
界
で
も
「
女
子

旅
」
と
い
う
言
葉
が
で
き
る
ほ
ど
、

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
旅
行

商
品
や
宿
泊
プ
ラ
ン
が
次
々
に
登

場
し
て
い
ま
す
。

　

某
大
手
出
版
社
発
行
の
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
読
者
の
約
７
割

が
女
性
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
旅
行
に
は
女
性
の
意
向
が

よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。
実
際
、
旅
先
で
多
く
の

買
い
物
を
す
る
の
も
女
性
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
今
後
は
、
女
性
が
魅
力
を
感

じ
る
旅
行
商
品
の
開
発
や
観
光
素

材
の
見
せ
方
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
女
性
の
視
点
は
、
観
光

地
づ
く
り
の
面
で
も
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
施
設
に
清
潔
感
が
あ
っ

た
り
、
一
人
で
も
散
策
で
き
る
よ

う
な
街
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
り
す

る
と
、
そ
の
観
光
地
全
体
の
印
象

も
良
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
動
向
を
踏
ま
え
、

女
性
の
視
点
を
今
後
の
誘
客
お
よ

び
観
光
地
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、

市
で
は
、
女
性
限
定
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ツ
ア
ー
は
、
企
画
・
立
案
を
市

の
女
性
職
員
が
行
い
、
当
日
の
運

営
ス
タ
ッ
フ
も
す
べ
て
女
性
と
い

う
、
ま
さ
に
「
女
子
旅
」
で
す
。

　

こ
の
「
女
子
旅
」
そ
の
も
の
が
、

指
宿
の
新
た
な
観
光
資
源
と
な
る

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
今
後
も

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
観
光
宣

伝
や
受
入
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
観
光
戦
略

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 

⑧

観
光
シ
リ
ー
ズ

　
菜の花を観賞しながら歩きませんか
第20回いぶすき菜の花マーチ　
　菜の花を観賞しながら一足早い春の息吹を感じる「第
20回いぶすき菜の花マーチ」が開催されます。20回の
節目の大会に、家族や友人たちと参加してみてはいかが
でしょうか。

■期日　１月21日（土）
■コース／スタート時間
○40㎞／７：00　　○25㎞／８：30
○12㎞／９：30

■期日　１月22日（日）
■コース／スタート時間
○30㎞／７：00　　○20㎞／８：30
○10㎞／10：30　　○５㎞／10：30

■参加料（両ステージ・どちらかの参加のいずれも）
○一般　　　　2,000円
○高校生以下　1,000円
○市内中学生以下　無料
※��当日まで申し込みを受け付けま
　すが、プログラムへの名前の記
　載、記念品はありません。

大会20回目を記念して、式典を行います。
■日時　１月22日（日）　10：00～10：30
■場所　ふれあいプラザなのはな館
問い合わせ先
　いぶすき菜の花マーチ実行委員会
　☎㉒5519

温かいおもてなしと声援を
第31回いぶすき菜の花マラソン大会
　早春の指宿路をランナーたちが駆け抜ける「第31回いぶ
すき菜の花マラソン大会」が、次のとおり開催されます。
市民の皆さんの温かいおもてなしと声援をお願いします。
■日時　１月８日（日）　９：00～
■スタート　ふれあいプラザなのはな館前
■ゴール　指宿総合体育館駐車場
※今回から10㎞コースはありません。
問い合わせ先
いぶすき菜の花マラソン大会実行委員会
☎㉒2550

菜の花マーチ会場で同時開催
Ｂ級グルメフェア
■日時　１月22日（日）
　　　　10：00～16：00
■場所　ふれあいプラザなのはな館
※Ｂ級グルメフェアの各料理は、会場内で販売する専用
の食事チケット（1,000円分）が必要です（15時か
らは現金でも購入できます）。

問い合わせ先
いぶすき菜の花マーチ実行委員会　☎㉒5519

開聞ステージ（かいもん山麓ふれあい公園スタート・ゴール)

指宿ステージ（ふれあいプラザなのはな館スタート・ゴール)

第20回大会記念式典　
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ズームアップ いぶすき

　11月12日、指宿・川辺地区合同の南薩地域植樹祭
が開聞総合体育館で開催され、林業関係者や緑の少
年団員ら約220人が参加しました。式典では林業に
携わる功労者の表彰が行われ、記念植樹ではイペー
11本とクルメツツジ100本を植栽しました。宮ヶ浜
緑の少年団の田中優衣さんは、「魚見岳に木を植える
活動をしています。指宿の自然がずっと続くといい
な」と話してくれました。

　11月13日、川尻地区で地震や津波災害を想定した
避難訓練が初めて実施されました。地区内に地震と
津波発生の疑似放送が流れると、避難場所の公民館
に約300人が集まり、避難者の数を確認し合いまし
た。また、訓練では負傷した時の止血方法や簡易担
架の作り方などの講習もありました。下川マサヱさ
ん（川尻北）は、「参考になることが多かった。みん
なが関心を持つので訓練は大事」と話しました。

イペーを植える宮ヶ浜緑の少年団

手作りの簡易担架で負傷者役を担ぎ上げる

豊 かな森林を守り育てよう

東 日本大震災を教訓に

南薩地域植樹祭が開催

川尻地区で津波防災訓練

　11月12日、山川高校支援活性化対策協議会主催の
地域活性化講演会が時遊館ＣＯＣＣＯはしむれで行
われました。食環境ジャーナリストの金丸弘美氏が
講師を務め、これまでの活動をスライドで紹介しな
がら地域ブランド等による地域活性化の手法をユー
モアたっぷりに話しました。田之頭淳子さん（谷村
上）は、「地産地消で頑張っている事例を聞けて、指
宿でも出来ればいいなと感じた」と話しました。

　11月13日、特産品や雑貨など幅広く集めたいぶす
きマルシェが太平次公園で開かれました。今回で３
回目の開催です。マルシェは、フランス語で「市場」
を意味し、会場には約90店舗が出店。ゆっくりとし
た時間が過ごせる空間に、多くの市民でにぎわいま
した。実行委員長の道下克雄さん（仮屋）は、「参加
店舗も増え、マルシェに関する市民の認識が高まっ
ているようです」と話しました。

食 と環境の町づくり

も っと充実、もっと楽しく

地域活性化講演会が開催

マルシェでひと休み

食環境ジャーナリストとして活躍中の金丸氏

たくさんの雑貨や商品が並ぶ

　昭和26年から32年間、農林水産省九州農政局に勤
務し、昭和61年からは３期12年、指宿市議会議員を
努めました。九州農政局勤務時代に、農業に関する
統計データをイラストや表にした農村統計図表を、
全国に先駆けて作製したことが一番の思い出です。
お世話になった農家の皆さんには、感謝の意を込め
て毎年、農業日誌を50冊ずつ配布しています。これ
からも地域に恩返しをしていきたいと思います。

地 方自治功労等で瑞宝双光章
髙野清納さん（麓下）

ますますお元気な髙野さん

　旧山川町で職員を39年間、助役を８年間務めまし
た。いい上司と部下に恵まれ、また、町民の皆さん
に支えていただき、感謝しています。一番の思い出
は、山川の地籍の完成です。昭和46年の調査開始か
ら携わり、平成８年の完成は感慨深いものがありま
す。退職後の現在は、地域や関係団体でさまざまな
役を任されています。今後も健康に留意しながら、
地域の皆さんへ恩返しをしていきたいと思います。

地 方自治功労で瑞宝双光章
東畑克實さん（東上）

今後も地域活動に意欲的な東畑さん

　旧山川町で消防団員として41年間、内19年間は消
防団長を務めました。これまで大きな事件や事故が
なく、安心しています。長年務められたのも家族を
はじめ地域の皆さんのおかげと感謝しています。消
防団の課題は団員の確保。若い世代の皆さんにぜひ
消防団に加入してもらいたいです。サイレンが鳴る
たびに気になりますが、今後も老友会の活動等を通
じ、地域に貢献、恩返しをしていきたいと思います。

消 防功労で瑞宝双光章
松山重信さん（中）

勇退後も消防団の充実を願う松山さん

　

平
成
23
年
秋
の
叙
勲
と
高
齢
者
叙
勲
が
発

表
さ
れ
、
市
内
で
は
３
人
が
受
章
し
ま
し
た
。

　

叙
勲
は
、
国
や
公
共
の
た
め
に
功
労
の
あ

っ
た
人
を
、
ま
た
、
高
齢
者
叙
勲
は
、
満
88

歳
に
達
し
た
功
労
の
あ
っ
た
人
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。

永
年
の
功
績
称
え
ら
れ
る

秋
の
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

まちの話題
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　11月15日、消費税の完納推進を目的に、市内事業
所や商店主らで構成する指宿間税会（中村勝信会長）
らが制作した歌「みんなの消費税」が完成し、指宿
商工会議所で初披露されました。歌は「税、税、税
金、消費税　暮らしを支える消費税　お預かりして
納めましょう」と軽快な歌詞とリズムで構成。中村
会長は、「税務署の協力を得て、指宿を発信源にこの
歌を全国に広めたい」と話しました。

軽快なテンポで歌う３人

消 費税を考える機運に
消費税の歌を披露

　11月23日、福元公民館でやまがわ豊祭が開催され、
茶ぶしやぜんざいのサービス、農産物の販売、演芸
大会の披露に、多くの住民でにぎわいました。今年
は、種子島岳之田地区からも11人が参加。同地区は、
明治17年に耕作地を求めて福元区から数世帯が移住
した集落で、平成19年から交流が始まっています。
今村善哉福元区長は、「これからも無理をせず、長い
交流を続けていきたい」と話しました。

伝統の棒踊りが祭の締めを飾る

種 子島からも子孫帰郷
福元区でやまがわ豊

ほ ぜ

祭開催

　11月25日、池田小で第９回イッシー祭りが開催さ
れました。児童たちが育てたサツマイモやジャガイ
モの農作物、また、それらを調理した品々の販売や
舞台発表などに、多くの保護者や地域住民らが訪れ
ました。４年生の近道直暉さん（中浜）は、「みんな
で一生懸命作ったジャガイモが売れてうれしい。ジ
ャガイモを使った料理も上手に作れたので、みんな
に食べてほしい」と笑顔で話しました。

い らっしゃい、安いよ
池田小でイッシー祭りが開催

お客さんに笑顔で声を掛ける児童たち

　11月11～12日、鹿児島市で開催されたソフトテニ
ス県高校新人大会で、指宿商業高校女子ソフトテニ
ス部が８年ぶりの団体戦優勝を果たしました。部員
らは11月15日に豊留市長を訪問し、優勝を報告。豊
留市長は「こうして皆さんがうれしい報告に来てく
れるのを楽しみにしています。九州大会もがんばっ
てください」と激励しました。九州大会は12月10・
11日に熊本で開催され、惜しくも入賞は逃しました。

　11月20日、「人、そして地球への思いやり」をテーマにした第10回い
ぶすきふれ愛フェスタが、開聞総合体育館で開催されました。福祉団
体のバザーや高齢者疑似体験、献血や健康に関するコーナーをはじめ、
紙ヒコーキづくりやマイバッグペイント、どんぐりごま回し大会など
の催しに、多くの親子連れが訪れました。今回も福祉施設利用者らに
よる「第11回ふれあいフレンド文化祭」が同時に開催され、さまざま
な舞台や展示作品が披露されました。また、タレントの堀ちえみさん
による「子育て奮闘記」と題したトークショーも開催。堀さんは、５
人の子育ての経験から子どもとのかかわり方を紹介し、「孫ができたら
家族で観光バスを借り切って指宿に来たい」と話し、会場を和ませま
した。

８ 年ぶりの優勝喜ぶ健 康・福祉・環境を考える
指商女子ソフトテニス部が優勝報告いぶすきふれ愛フェスタが開催

川尻保育園児のお遊戯

にぎやかな会場内

献血コーナー どんぐりごま作り 堀ちえみさん（右）の子育てトーク高齢者疑似体験 優勝報告に訪れた指商女子ソフトテニス部

まちの話題

　豊かな漁場を目指し、藻場の造成やウニ除去に取
り組む指宿地区藻場保全会（川畑三郎会長）が、そ
の活動を評価され、水産庁長官賞を受賞し、10月29・
30日に鳥取市で開催された第31回全国豊かな海づく
り大会で表彰されました。11月18日、豊留市長に受
賞報告に訪れた川畑会長は、「藻場が形成されるには
時間がかかる。これからも会員らと協力し合って、
豊かな漁場造りに努めたい」と喜びを語りました。

受賞報告に訪れた川畑会長（左から２人目）と
西中川指宿漁協参事（左端）

藻 場造成の取り組みが評価
指宿地区藻場保全会が水産庁長官賞を受賞

　11月９～11日に本市で学術講演会を開催した日本
地熱学会が、11月22日に時遊館COCCOはしむれで、
学会参加者やチャリティーゴルフコンペで募った60,100円
を市教育委員会に寄付しました。同会員で日鉄鉱コ
ンサルタント霧島地熱工事事務所の藤貫秀宣所長か
ら寄付金を受け取った池田教育長は、「皆さんの善意
に感謝します。博物館事業など、子どもたちの学習
に使わせてもらいます」とお礼を述べました。

教 育に役立てて
日本地熱学会が寄付

藤貫所長（左）から寄付金を受け取る池田教育長
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　11月27日、第16回九州小学生ソフトテニス選手権
大会個人戦が大分市で開催され、大成小６年の寺迫
杏菜さん（井手前）と柳田小６年の下柳田夏海さん
（高野原）のペアが優勝しました。２人は、１年生
からソフトテニスを始め、４年生の時には全国大会
で９位の成績を収めている実力者です。２人は「優
勝できてよかった。これからも大好きなテニスを続
けてがんばりたい」と笑顔で話しました。

　11月27日、宮ヶ浜海岸周辺をコースとした、市駅
伝競走大会が開催されました。学校や職場、クラブ
チームで編成した小学生11チームと一般22チームが
参加。チームを支える保護者らが沿道から選手に声
援を送ると、それに応えるよう選手たちは、託され
たタスキをしっかりと引き継ぎながらベストを尽く
しました。結果は、小学生の部で「ＩＳＣ陸上クラ
ブ」、一般の部で「チームわだっち」が優勝しました。

優勝を喜ぶ下柳田さん（左）と寺迫さん

チームの威信をかけて力走

こ れからもがんばります

爽 かな海風の中、快走

ソフトテニスで九州大会優勝

市駅伝競走大会が開催

　12月６日、クルーズ船にっぽん丸が指宿港に初寄港し、市や市観光
協会などでは、セレモニーをはじめ、フラや湯豊太鼓の演奏などで歓
迎しました。にっぽん丸は全長166.6ｍ、全幅24ｍ、総トン数22,472ｔ、
旅客定員202室524人のクルーズ船。12月４日に横浜港を出港し、熱海
や本市、松山、神戸を巡る６日間の旅の途中に寄港しました。にっぽ
ん丸は指宿港の水深が浅いため接岸できず、港から約２㎞沖合いに停
泊。乗客らは小型船で上陸し、市内観光などを楽しみました。船内で
行われた歓迎セレモニーでは、にっぽん丸の番留船長が、「指宿への寄
港実現まで７年かかりました。指宿は乗客にとって魅力的な観光地。
また帰って来たい」とあいさつをしました。また、約180人の応募者
から抽選で選ばれ、船内を見学した50人の市民は、ホテルを思わせる
豪華な船内に、驚きの声を上げていました。

初 寄港を歓迎
にっぽん丸が指宿港に寄港

上陸した乗客を歓迎番留船長から寄港記念プレートが贈呈 船内見学の様子

勇壮なにっぽん丸

　12月12日、西指宿中の３年生37人が、同校裏の高
江山登山道の整備を行いました。地域貢献体験事業
として６年前から行われ、人のために活動する奉仕
の心を育てることが狙い。生徒たちは、初日の出を
拝みに訪れる人々が山頂まで登りやすいように、枕
木の打ち込みや草払いを行いました。西山翔さん（細
田西）は、「作業は大変でしたが、訪れた人にけがを
しないで安全に登ってほしい」と話しました。

　11月29日、今和泉小の全校選書会がありました。
同校ＰＴＡから寄付された図書購入費を使い、全児
童112人が、思い思いに１冊を選びます。指商体育
館に並べられた約360冊のさまざまな本を前に、児
童らはなかなか決められない様子でした。６年生の
若松三友紀さん（上西）は、「本は好きで、ほとんど
毎日借りて読んでいます。下級生が私の選んだ本を
好きになってくれたらうれしい」と話しました。

気 持ちよく新年迎えて

私 が選んだ本読んで

西中生が高江山登山道を整備

今和泉小で全校選書会

登山道整備に精を出す西指宿中の生徒たち

面白そうな本に見入る児童たち

まちの話題

　12月１日、利永小の全児童20人が、約3.5ａの同校
農園で育てたカボチャの収穫を行いました。児童ら
は１つずつ丁寧に切り取り、約250個を収穫。収穫
したカボチャは、学校の収穫祭で試食するほか、約
60個は児童のメッセージを添えて震災被災地・石巻
市の小学校に送られます。６年生の坂元涼夏さん（尾
下）は、「大きく育ちました。石巻市の皆さんに食べ
てもらって元気になってほしいです」と話しました。

収穫されたカボチャの山

被 災地の児童も元気に
利永小でカボチャの収穫

　（社）日本奇術協会では、ワン・ツー・スリーの手
品の掛け声から、毎年12月３日を「奇術の日」と制
定し、無料で巡回公演をしています。同日、協会に
所属するＤＯＮ・四次元さん（弥次ヶ湯）らが市内
の保育園を訪れ、マジックを披露しました。一緒に
舞台に上がってお手伝いをした池田保育園の野元ア
ンナちゃん（堀切園）は、目の前の不思議な出来事
に「楽しかった」とうれしそうに話しました。

次 々飛び出す手品に夢中
１・２・３は「奇術の日」

目の前で繰り広げられる手品に夢中の園児たち
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　このたび４人が満100歳を迎え、市と市社会福祉協
議会は祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。
　岩本チエさん（宮ヶ浜）は11月20日生まれで、自宅
で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、
「よく食べることと、何でも自分でしようとすること
でしょうか」（岩本さんの家族）と話してくれました。
　和田迫ツルさん（中）は、12月９日生まれで、特別
養護老人ホーム徳光苑で元気に過ごしています。長寿
の秘けつについては、「自分をしっかり持って、自分の
ペースで過ごすことでしょうか」（和田迫さんの家族）
と話してくれました。
　東ミサさん（町２区東）は12月10日生まれで、介護
老人保健施設ヴァンベールみどりの風で元気に過ごし
ています。「何事にもくよくよしないことと感謝する心
でしょうか」（東さんの家族）と長寿の秘けつを話して
くれました。
　前田フミさん（徳光苑）は12月18日生まれ。現在は、
特別養護老人ホーム徳光苑で元気に過ごしています。
長寿の秘けつを尋ねると、「若いころに畑仕事を頑張っ
ていたことと、施設職員の介護が良いからではないで
しょうか」（前田さんの家族）と話してくれました。
　皆さん、いつまでも長生きしてください。

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

　愛知県在住の岩崎元さん（浜西出身）が今年度の
生涯スポーツ功労者として、文部科学大臣表彰を受
けました。岩崎さんは、全日本柔道選手権などに出
場し、現在は新日鉄名古屋製鉄所師範や愛知県実業
柔道連盟副会長を務めるなど、長年、地域や職場で
のスポーツ普及・振興の功労が称えられました。11
月23日、名古屋市内で約200人が集い、表彰を祝い
ました。（情報提供：下敷領一郎・中京指宿会会長）

長 年の柔道指導称えられる
本市出身の岩崎元さんに文部科学大臣表彰

祝賀会で表彰を喜ぶ岩崎さん夫妻

和田迫ツルさん

岩本チエさん

東ミサさん 前田フミさん
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さ
い
。

■
対
象　

父
と
子
、
ま
た
は
祖
父

と
孫
（
男
性
の
保
護
者
と
子
ど

も
に
限
定
）

■
内
容　

持
参
し
た
野
菜
を
使
っ

た
ピ
ザ
作
り

■
定
員　

40
人

元
気
は
つ
ら
つ
健
康
体
操

■
日
時　

２
月
12
日（
日
）14
時
～

16
時

■
場
所　
指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

川
越
茂
美
氏
（
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
長
）

■
対
象　

一
般

■
内
容　

手
軽
に
で
き
る
健
康
体

　

操
■
定
員　

40
人

■
参
加
料　

無
料

■
託
児　

有
り
（
就
学
前
ま
で
）

※
事
前
に
、
利
用
希
望
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

各
講
座
開
催
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
、
受
講
希
望

の
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
（
参

加
者
全
員
）、電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
は
が
き
ま
た
は
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な

お
、
各
講
座
と
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

FAX
㉔
４
３
４
２

　

shim
in-shim

in@
city.

　
　
　
　
　
　
　

ibusuki.lg.jp

男
女
共
同
参
画
市
民
講
座

笑
お
う
ほ
ぐ
そ
う

   

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

情 報 掲 示 板

 

提
案
公
募
型
補
助
事
業

ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り
推
進
事
業

体
力
年
齢
を
知
ろ
う

体
力
テ
ス
ト
２
０
１
１
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市
で
は
、
学
校
図
書
館
事
務
職

員（
臨
時
職
員
）を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
雇
用
期
間　

平
成
24
年
４
月
１

日（
日
）～
平
成
25
年
３
月
31
日

　
（
日
）（
契
約
更
新
あ
り
）

■
応
募
資
格　

平
成
24
年
４
月
１

日
以
降
、
市
内
に
居
住
で
き
る

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

○
司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
人
（
平
成
24
年
３
月
末
ま
で

に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
が

あ
る
人
も
含
む
）

○
図
書
館
や
学
校
図
書
館
業
務
の

経
験
が
あ
る
人

○
児
童
・
生
徒
の
読
書
活
動
に
か

か
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
人
、
児

童
・
生
徒
の
読
書
活
動
に
関
心

が
あ
る
人

■
勤
務
内
容　

学
校
図
書
館
の
運

営
、
蔵
書
管
理
お
よ
び
読
書
活

動
（
読
書
指
導
や
調
べ
学
習
の

補
助
）
な
ど

■
勤
務
先　

市
内
の
小
・
中
学
校

■
勤
務
条
件

○
賃
金　

月
額
１
２
４
，０
０
０
円

○
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間　

基

本
的
に
は
月
～
金
曜
日
（
祝
日

は
除
く
）
の
８
時
15
分
～
16
時

45
分

○
各
種
保
険　

社
会
保
険
、
労
働

保
険
、
雇
用
保
険
あ
り

○
年
次
有
給
休
暇　

雇
用
日
か
ら

半
年
後
に
10
日
付
与

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び

面
接
に
よ
り
決
定

※
書
類
選
考
合
格
者
に
、
面
接
試

験
の
日
程
等
を
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

○
市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を
張

り
、
封
筒
に
入
れ
、
封
筒
の
表

に
は
「
学
校
図
書
館
事
務
職
員

申
込
書
」
と
朱
書
き
の
上
、
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

○
司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
資
格
を
有
す
る
人
は
、
資

格
を
証
明
で
き
る
書
類
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
図
書
館
業
務
や
読
書
活
動
の
経

験
者
は
、
履
歴
書
の
職
歴
欄
に

詳
細
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

平
成
24
年
１
月

31
日（
火
）17
時
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
教
育
委
員
会

　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
よ
り

選
挙
管
理
委
員
会
で
作
成
し
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い

と
選
挙
の
際
に
投
票
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

次
の
資
格
に
該
当
す
る
人
は
、

必
ず
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
資
格

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
４
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
。

①
10
ａ（
約
１
反
）以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
人

②
①
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
の
親

族
で
、
年
間
60
日
以
上
農
作
業

学
校
図
書
館
事
務
職
員

に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
農
業

委
員
会
が
認
め
た
人

③
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員

ま
た
は
社
員
で
、
年
間
60
日
以

上
耕
作
の
業
務
に
従
事
し
て
い

る
こ
と
を
農
業
委
員
会
が
認
め

た
人

■
提
出
方
法

　

農
業
委
員
会
事
務
局
、
山
川
・

開
聞
支
所
地
域
振
興
課
ま
た
は

市
政
事
務
嘱
託
員
に
、
平
成
24

年
１
月
10
日（
火
）ま
で
に
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
１
）

　

原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
伴
い
、

今
冬
の
電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
九
州
電
力
株
式
会

社
で
は
、
次
の
期
間
に
お
け
る
節

電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

■
期
間　
平
成
24
年
３
月
30
日（
金
）

　

ま
で
の
平
日

※
生
活
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
の

節
電
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※
特
に
平
成
24
年
２
月
３
日（
金
）

ま
で
の
平
日
８
時
～
21
時
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
需
給
が
厳
し

く
な
る
た
め
、
５
％
以
上
を
目

標
に
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

※
12
月
29
日（
木
）～
平
成
24
年
１

月
４
日（
水
）は
除
き
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
節
電
方
法
例

○
重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
室
温
20

℃
に
心
掛
け
る

○
不
要
な
照
明
は
消
す

○
テ
レ
ビ
画
面
の
輝
度
を
下
げ
る

○
冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
込
み
過
ぎ

ず
、
設
定
を
「
弱
」
に
変
え
る

○
こ
た
つ
は
、
上
掛
け
な
ど
を
活

用
し
、
暖
気
を
逃
が
さ
な
い
よ

う
に
す
る

○
長
時
間
使
わ
な
い
機
器
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

○
電
力
消
費
が
多
い
夕
方
は
掃
除

機
で
は
な
く
、
モ
ッ
プ
や
ほ
う

き
を
使
う　

問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
株
式
会
社
鹿
児
島
営

業
所

　

☎
０
１
２
０-

９
８
６-

８
０
４

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
申
請
を

節
電
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

情 報 掲 示 板

広告を掲載しませんか

○広報いぶすき（通常版）
　平成24年５月号～25年４月号
○広報いぶすき（お知らせ版）
　平成24年５月10日号～25年４月10日号

広告を掲載する媒体 ○市ホームページ

広告代理店を募集します。 募 集 の 対 象 広告主を募集します。

対象物ごとに、所定の申込用紙で、市長
公室広報統計係まで、直接または郵送で
申し込んでください。

契 約 の 申 込 方 法 契約は不要です。

市長公室広報統計係
☎㉒2111（内線127）
市ホームページからダウンロードするこ
ともできます。

契約申込書の配布場所 契約申込書は不要です。

平成24年２月10日（金）17時必着 契約申込書の提出期限 契約申込書はありません。

〒891−0497
指宿市十町2424
指宿市市長公室広報統計係
☎㉒2111（内線127）

申 込 書 提 出
問 い 合 わ せ 先

〒891−0497
指宿市十町2424
指宿市市長公室広報統計係
☎㉒2111（内線127）

縦6.5㎝×横9.0㎝ 広 告 の 規 格 縦60ピクセル×横200ピクセル

各号８枠 広 告 の 枠 数 10枠

通常版はフルカラー
お知らせ版は１色（黒色） 広 告 の 色 フルカラー

市と契約する広告代理店です。広告代理
店は、市との契約締結後に広報紙、ホー
ムページ等で公表します。

広告掲載の申込窓口 市長公室広報統計係です。

市と契約する広告代理店に確認してくだ
さい。 広告掲載の申込方法

所定の申込用紙にバナー広告の電子デー
タを添えて、市長公室広報統計係まで、
直接またはメール、郵送で申し込んでく
ださい。申込用紙は市ホームページから
ダウンロードしてください。

市と契約する広告代理店に確認してくだ
さい。 広 告 掲 載 料 金 １枠１カ月当たり5,000円（税込み）

市では、広報いぶすきと市ホームページに民間企業等の広告を掲載しています。
広告代理店と広告主を募集しますので、関心のある方はお申し込みください。

　

平
成
24
年
度
に
市
営
体
育
施
設

を
大
会
等
で
使
用
す
る
団
体
の
調

整
会
を
開
催
し
ま
す
。
使
用
を
計

画
し
て
い
る
団
体
は
、
計
画
書
（
指

宿
総
合
体
育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海

洋
セ
ン
タ
ー
、
開
聞
総
合
体
育
館

に
設
置
）
を
平
成
24
年
１
月
27
日

（
金
）ま
で
に
提
出
の
上
、
年
間
調
整

会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

調
整
会
日
程

○
市
営
野
球
場

■
日
時　

平
成
24
年
２
月
２
日（
木
）

　

15
時
～

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

○
そ
の
他
の
体
育
施
設

■
日
時　

平
成
24
年
２
月
３
日（
金
）

　

15
時
～

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

※
山
川
・
開
聞
地
域
の
体
育
施
設

も
一
緒
に
行
い
ま
す
。

通
常
の
練
習
等
の
予
約

使
用
す
る
日
の
２
週
間
前
か
ら
、

各
施
設
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で

予
約
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
総
合
体
育
館　

☎
㉒
３
５
１
１

市
営
体
育
施
設
の

年
間
調
整
会
と
予
約

Information

九州電力が配布した
チラシを参考に節電を

募
集
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人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
73

　

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
社
会
に
正
し

い
人
権
の
考
え
方
や
自
由
人
権
思

想
を
広
め
、
住
民
の
人
権
が
侵
さ

れ
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
の

大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
、
人
間
が
「
命
」
と
い

う
平
等
な
も
の
を
授
か
り
、
生
き

て
い
く
上
で
、
大
切
に
守
ら
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
で
は
、
次
の
方
々
が
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。（
敬
称
略
）

指
宿
地
域

　

中
園
伸
宏
、
福
﨑
恭
子
、

　

坂
本
純
繼
、
松
田
貴
久
子
、

　

今
村
新
作

山
川
地
域

　

吉
村
吉
弘
、
河
本
佳
子

開
聞
地
域

　

里
中
茂
喜
、
中
村
ま
ゆ
み

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

日
時　

１
月
12
日（
木
）　
　

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

情 報 掲 示 板

　

市
で
は
現
在
、「
第
一
次
指
宿
市

総
合
振
興
計
画
」
の
「
後
期
基
本

計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

総
合
振
興
計
画
は
、
本
市
の
目

指
す
べ
き
将
来
都
市
像
と
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

を
明
ら
か
に
し
た
、
本
市
に
お
け

る
最
上
位
の
計
画
で
す
。
計
画
の

根
幹
を
な
す
「
基
本
構
想
」
と
、

各
施
策
を
示
し
た
「
基
本
計
画
」、

個
別
具
体
的
な
事
業
を
記
し
た「
基

本
事
業
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
期
間
は
、
基
本

構
想
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
の
８
年
間
で
す
が
、「
基
本

計
画
」
は
前
期
と
後
期
に
分
か
れ

て
お
り
、
前
期
基
本
計
画
の
計
画

期
間
は
平
成
23
年
度
ま
で
の
４
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
今
年
度
、
平
成

24
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
、
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

市
で
は
策
定
に
あ
た
り
、
時
代

の
潮
流
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
新

た
な
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
課
題
、

財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
原
案

を
作
成
し
た
後
、
指
宿
、
山
川
、

開
聞
そ
れ
ぞ
れ
の
「
地
域
審
議
会
」

の
皆
さ
ん
に
も
協
議
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
最
終
的
な
案
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
多
く
の
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
表
の
場
所

○
市
長
公
室
総
合
調
整
係
お
よ
び

総
合
案
内
窓
口

○
山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課

総
務
係

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

■
意
見
等
の
募
集
期
間

１
月
５
日（
木
）～
２
月
３
日（
金
）

必
着

■
意
見
等
の
提
出
方
法

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

所
定
の
様
式
は
、
公
表
の
場
所

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

あ
り
ま
す
。

○
郵
送

　

〒
８
９
１

−
０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
総
合
調
整
係

○
FAX
㉔
３
８
２
６

○　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

○
直
接
持
参

市
長
公
室
総
合
調
整
係
ま
た
は

山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課

総
務
係

※
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

■
意
見
の
取
り
扱
い

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

「
指
宿
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
制
度
実
施
要
綱
」
に
基
づ

い
て
取
り
扱
い
、「
後
期
基
本
計

画
」
策
定
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
に
対
す
る
回
答
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
総
合
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

各
種
団
体
か
ら
市
お
よ
び
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
・
支
援
金
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
（
10
月
１
日
～
11
月

30
日
受
付
分
を
掲
載
）。

原
案
に
ご
意
見
を

第
一
次
指
宿
市
総
合
振
興
計
画
の

　
　
　
　

  　

 

後
期
基
本
計
画

皆
さ
ん
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

団　体　名 金額（円）

１ ミートショップ尾曲（募金箱） 23,522

２ いぶすきふれ愛フェスタ（募金箱） 780

３ いぶすきふれ愛フェスタ
　民児協ジュース販売益金 1,141

４ 肉の上髙原 75,000

５ garde×肉の上髙原 17,500

６ 市シルバー人材センター（募金箱） 46,555

団　体　名 金額（円）

７ 市社会福祉協議会山川支所（募金箱） 815

８ かいもん山麓ふれあい公園（募金箱） 4,858

９ レジャーセンターかいもん（募金箱） 9,600

10 唐船峡そうめん流し（募金箱） 17,421

11 市役所開聞庁舎（募金箱） 21,582

12 市役所指宿庁舎（募金箱） 24,036

Information

　

市
で
は
、
畜
産
・
園
芸
向
け
に

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
を
製
造
・
販

売
し
て
い
ま
す
。

■
販
売
日
時

　

１
月
15
日（
日
）・
29
日（
日
）

　

10
時
～
14
時

■
販
売
場
所　

山
川
農
業
セ
ン
タ

ー
（
旧
山
川
西
中
学
校
跡
地
）

■
販
売
価
格　

１
ℓ
当
た
り
10
円

※
容
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
お
釣
り
が
い
ら
な

い
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
購
入
の
条
件

○
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

○
農
場
や
家
庭
菜
園
な
ど
使
用
場

所
が
市
内
で
あ
る
こ
と

■
そ
の
他

　

畜
産
・
園
芸
向
け
の
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

い
ぶ
す
き
は
、
材
料
に
糖
蜜
を

使
用
し
て
い
る
た
め
、
黒
色
で

独
特
の
に
お
い
が
あ
り
ま
す
。

　

散
布
す
る
と
き
に
色
や
に
お
い

が
気
に
な
ら
な
い
場
所
で
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
の
掃
除
や
洗
濯
、
ペ
ッ

ト
の
に
お
い
消
し
な
ど
に
使
用

す
る
家
庭
用
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す

き
を
購
入
し
た
い
場
合
は
、
市

地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
６
）

○
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

☎
㉞
０
４
０
８
（
伊
佐
会
長
宅
）

１
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
に
法

隆
寺
の
金
堂
壁
画
が
被
災
し
た
日

で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
火
災

が
多
く
、
毎
年
こ
の
日
を
文
化
財

防
火
デ
ー
と
し
て
、
全
国
的
に
文

化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。市

で
は
、
地
域
で
守
り
伝
え
て

き
た
文
化
財
へ
の
愛
護
思
想
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の

日
程
で
防
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
内
で
最
も
早
く
国

指
定
さ
れ
た
橋
牟
礼
川
遺
跡
の
歴

史
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
26
日（
木
）９
時
～

10
時

■
場
所　

橋
牟
礼
川
遺
跡
歴
史
公

園

■
内
容　

復
元
古
代
住
居
で
の
想

定
防
火
訓
練
。
消
火
器
の
取
り

扱
い
訓
練
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

損
害
賠
償
額
の
精
査
、
治
療
や

後
遺
症
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な

ど
、
交
通
事
故
に
関
す
る
す
べ
て

の
相
談
が
可
能
で
す
（
事
前
に
予

約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
）。

※
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
も
で
き

ま
す
。（
月
～
金
・
９
時
～
16
時
）

■
日
時　

１
月
28
日（
土
）10
時
～

15
時

■
場
所　

市
民
会
館
小
会
議
室

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

　

救
済
推
進
協
会

　

南
薩
地
区
担
当　

有
田
ム
ツ
ミ

　

☎
０
９
９-

３
４
５-

１
０
８
９

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き

1
月
の
販
売
日
程

文
化
財
防
火
デ
ー

交
通
事
故
の

無
料
相
談
会

市
で
は
、
市
の
防
災
情
報
伝
達

手
段
の
一
元
化
お
よ
び
災
害
情
報

等
を
速
や
か
に
か
つ
確
実
に
伝
達

す
る
た
め
、
防
災
行
政
情
報
シ
ス

テ
ム
基
本
構
想
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。そ

の
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
多
く
の
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
公
表
の
場
所

〇
危
機
管
理
室
危
機
管
理
係

○
山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課

　

総
務
係

〇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

■
意
見
等
の
募
集
期
間

１
月
５
日（
木
）～
２
月
３
日（
金
）

必
着

■
意
見
等
の
提
出
方
法

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

所
定
の
様
式
は
、
公
表
の
場
所

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

あ
り
ま
す
。

○
郵
送

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
危
機
管
理
室
危
機
管
理

係
○
FAX
㉔
３
８
２
６

○　

kikikanri@
city.

　
　
　
　
　
　
　
　

ibusuki.lg.jp

○
直
接
持
参

危
機
管
理
室
危
機
管
理
係
ま
た

は
山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興

課
総
務
係

※
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

■
意
見
の
取
り
扱
い

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

「
指
宿
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
制
度
実
施
要
綱
」
に
基
づ

い
て
取
り
扱
い
、
実
施
方
針
策

定
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
に
対
す
る
回
答
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

危
機
管
理
室
危
機
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

原
案
に
ご
意
見
を

防
災
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
基
本
構
想

東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の

　
　
　
　
義
援
金
・
支
援
金

昨年の防火訓練の様子
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か
ら
ご
み
問
題
の
チ
ラ
シ

　
　
　

が
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

震
災
の
ご
み
処
理
も
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
市
民
も
分
別
を
し

っ
か
り
し
て
、
ご
み
減
量
に
取
り

組
ま
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。（
41
歳
・
走
れ
ト
ー
マ
ス
）

　
　
　

月
ま
で
各
地
区
で
ご
み
減

　
　
　

量
・
資
源
化
住
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

が
生
ま
れ
て
、
指
宿
産
の

　
　
　

つ
け
あ
げ
を
福
岡
に
持
っ

て
い
き
ま
す
。
楽
し
み
で
す
。（
67

歳
・
イ
エ
ロ
ー
さ
ん
）

　
　
　

年
、
孫
た
ち
と
産
業
ま
つ

　
　
　

り
の
そ
ば
打
ち
や
魚
の
つ

か
み
取
り
な
ど
に
参
加
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
は
、

親
の
転
勤
で
大
阪
に
行
っ
て
し
ま

い
、
私
に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
寂

し
い
産
業
ま
つ
り
に
な
る
か
な
。

（
63
歳
・
男
性
）

　
　
　

回
の
産
業
ま
つ
り
も
大
勢

　
　
　

の
市
民
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
一
緒
に
行
け
な
か
っ
た
お

孫
さ
ん
に
も
、
特
産
品
な
ど
「
指

宿
の
味
」
を
届
け
て
あ
げ
る
と
喜

ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

人
と
久
し
ぶ
り
に
車
で
魚

　
　
　

見
岳
に
行
き
、
砂
州
が
続

く
知
林
ヶ
島
を
眺
め
ま
し
た
。
帰

り
に
、
同
じ
道
を
引
き
返
す
よ
り

は
と
思
い
、
尾
掛
地
区
へ
下
り
、

途
中
、
素
晴
ら
し
い
眺
め
の
場
所

で
車
を
停
め
ま
し
た
。
友
人
は
初

め
て
見
た
と
い
う
こ
の
景
色
に
「
わ

ぁ
、
き
れ
い
」
と
感
嘆
の
声
を
上

げ
、
し
ば
し
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
が
、
指
宿
の
隠
れ
た
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
菜
の
花
を
植
え
て
あ
っ
た

の
で
、
春
先
に
友
人
を
誘
っ
て
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。（
65
歳
・
美
女

桜
）

　
　
　

の
離
合
が
難
し
い
場
所
で

　
　
　

す
。
訪
れ
る
際
は
、
運
転

に
十
分
気
を
付
け
て
、
景
色
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

月
初
旬
、
姪め
い

が
東
京
か
ら

　
　
　

遊
び
に
来
ま
し
た
。
篤
姫

ゆ
か
り
の
場
所
を
ガ
イ
ド
さ
ん
に

案
内
し
て
も
ら
っ
た
り
、
砂
む
し

温
泉
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
長

崎
鼻
の
龍
宮
神
社
や
開
聞
山
麓
の

ト
カ
ラ
馬
、
イ
ッ
シ
ー
は
現
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
池
田
湖
の
大
ウ
ナ

ギ
な
ど
、
自
然
や
歴
史
・
文
化
を

見
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

黒
豚
な
ど
の
食
も
満
喫
し
、
大
満

足
の
姪
で
し
た
。（
60
歳
・
位
茶
姫
）

　
　
　

度
は
、
友
達
と
一
緒
に
指

　
　
　

宿
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
た

ら
、
私
た
ち
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は
な

　
　
　

館
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
プ

ー
ル
再
開
の
め
ど
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。（
73
歳
・
男
性
）

　
　
　

の
は
な
館
に
つ
い
て
は
、

　
　
　

体
育
館
と
芝
生
広
場
を
除

き
、
平
成
23
年
３
月
で
休
館
と
な

っ
て
い
ま
す
。
休
館
に
あ
た
り
、

市
と
県
で
は
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
者
を
公
募
し
ま
し
た
が
、

応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
現
段
階
で
再
開
の
め
ど

は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
で
は

な
ん
と
か
有
効
活
用
し
た
い
と
考

え
、
２
回
目
の
公
募
を
行
う
方
向

で
県
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
る
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ

ス
ク
カ
ラ
オ
ケ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

壊
れ
て
い
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ど
な
た
か
使
用
し
て
い
な
い
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
機
器
を
持
っ
て

い
る
人
が
い
れ
ば
、
山
川
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。

（
75
歳
・
女
性
）

　
　
　

セ
ン
タ
ー
に
は
現
在
、
カ

　
　
　

ラ
オ
ケ
用
の
レ
ー
ザ
ー
デ

ィ
ス
ク
が
約
３
０
０
枚
あ
り
ま
す

が
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
部
品
が
な
く
、

修
理
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
中
に
、
レ
ー
ザ
ー

デ
ィ
ス
ク
カ
ラ
オ
ケ
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
山
川
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉟
２
２
６
０
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市12  

車

２ふ

山

友

今な

同

壊れたままのカラオケプレーヤー

説明会の様子

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館

☎
㉟
3
3
0
0

◎
開
聞
図
書
室

☎
㉜
4
8
7
7

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　認知症の老女・アル
マの部屋には、膨大な
数のカートリッジがあ
った。その中には、記
憶を自由に保存・再生
できる装置を手に入れ
た彼女の大切な記憶が
入っていて…。さまざ
まな時代や人々の「記
憶」をめぐる６つの短
編集。

【内容】
　世界でも地震の多い
国といわれている日本。
地震が起こる可能性は
「モシモ」ではなく「イ
ツモ」。特別なことをす
るのではなく、「イツモ」
の生活の中で、「モシモ」
のときに役立つ新しい
地震への備え方などを
分かりやすく紹介して
います。

１月の図書館カレンダー

メモリー・ウォール
アンソニー・ドーア（著）
岩本正恵（訳）
新潮社

 図書館からのお知らせ
指宿図書館の電算化に伴う休館について	
　指宿図書館は図書館業務の電算化のため、１月
31日までの予定で休館中です。ただし、学習室の
利用と当日の新聞の閲覧は可能です。電算化され
ると、館内の検索機や自宅のパソコン、携帯電話
から借りたい本の在庫状況などを調べることがで
きるようになり、今までできなかった電話での貸
出延長（他の人が予約していない場合、貸出日か
ら２週間以内）や予約も可能になります。皆さん
のご理解とご協力をお願いします。
文芸いぶすきを発行
　「文芸いぶすき」の第６号を発行しました。市
内外から多くの人々に投稿いただき、ありがとう
ございました。指宿・山川図書館、開聞図書室で
無料配布しています。ご覧ください。
特別整理期間に伴う休館のお知らせ
　山川図書館では、２月14日（火）～19日（日）の期
間、蔵書点検や館内整理のため休館します。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解・ご協力をお
願いします。

写真展を開催します
　図書館では、次の日程で「北島英雄写真展～沖縄県
石垣島の原生林～」を開催します。観覧は無料です。
ぜひお越しください。
■山川図書館
期間：１月10日（火）～29日（日）
■指宿図書館
期間：２月１日（水）～26日（日）

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www6.ocn.ne.jp/~s_mame/index.html　

親子のための地震
イツモノート
地震イツモプロジェクト（編）
ポプラ社

一般図書（山川図書館） 児童図書（山川図書館）

日

行　

事　

な　

ど

1
日　

元
日

2
月　

振
替
休
日

3
火

4
�
市
成
人
式

官
公
庁
仕
事
始
め

5
木

6
金
市
消
防
出
初
式

7
土

8
日
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会

9
月　

成
人
の
日

10
火

11
�

12
木
特
設
人
権
相
談
所

13
金

14
土
「
は
や
ぶ
さ
」帰
還
カ
プ
セ
ル
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

15
日

16
月

17
火

18
�

19
木

20
金

21
土
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ー
チ（
～
22
日
）

22
日
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア

23
月

24
火

25
�

26
木
文
化
財
防
火
デ
ー

27
金

28
土
交
通
事
故
無
料
相
談
会

29
日

30
月
体
力
テ
ス
ト
２
０
１
１（
第
３
回
）

31
火

※
２
／
２（
木
）市
営
野
球
場
年
間
調
整
会

※
２
／
３（
金
）体
育
施
設（
市
営
野
球
場
以
外
）年
間
調
整
会

※
２
／
５（
日
）男
女
共
同
参
画
市
民
講
座

１
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

…休館日

…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：00～14：40	

…おはなし会（開聞図書室）	 11：00～11：30

　演じ手：図書室職員	

…ボランティアおはなし会（山川図書館）14：00～14：30

　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

１月１日（日）～１月３日（火）は年末年始の休館です。
月曜

14日

21日

28日

菜の花の先に見える知林ヶ島

今 毎 孫

曜
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指
宿
地
域

狩
集　

優ゆ
う
せ
い生

※　

宮
ヶ
浜　

隆　

治

ま
ゆ
み

山
村　

瞬し
ゅ
ん
た太　

宮
ヶ
浜　

俊　

博

あ
ゆ
み

前
原　

幸こ
う
き樹　

垂　

門　

祐　

樹

明
日
香

吉
永　

海ひ
ろ
と翔　

二
月
田　

一　

生

由
梨
枝

坂
元　

栄え
い
と人　
　

宮　
　

辰　

徳

美　

和

谷　
　

智ち
は
や隼　

道　

上　

雄　

也

香　

菜

小
倉　

優ゆ
う
な那

※　

五
郎
ヶ
岡　
　

俊　
友　

貴

市
山　

幸こ
う
め芽

※　

北
十
町　

幸　

樹

実　

波

城
ヶ
﨑
俐り
お
ん仁　

南
十
町　
　

学　
真
奈
美

西
山　

友ゆ

り梨　

湯
之
里　

直　

毅

幸　

恵

肥
後　

一い
ぶ
き颯

※　

湯
之
里　

陽　

平

真　

美

園
山　

穂ほ
の
か香　

湯
之
里　

作
太
郎

菜
穂
子

堂
園　

晃あ
き
ゆ
き主　

湯
之
里　

裕
一
郎

慶　

子

窪　
　

蒼そ
う
た大

※　

大
牟
礼
東　

俊　

史

真　

美

下
川
路
友ゆ

り俐　
大
牟
礼
東　

大　

輔

京　

子

古
市
悠ゆ
う
た
ろ
う

大
郎　
大
牟
礼
東　

正　

直

智　

子

有
村　

空こ
う
み巳　

潟　

口　

盛　

隆

と
み
え

髙
田　

琉り
ゅ
う
ひ陽　

潟　

口　

知　

明

　

舞

今
村　

柊し
ゅ
う
た太　

潟　

山　
　

守　
洋　

子

時
見
信し
ん
の
す
け

之
介　

潟　

山　

広　

之

鳴　

美

五
十
嵐
吏り

く玖
※　

湊　

南　

堅　

了

育　

代

鍋
倉　

幸こ
う
き希　

湊　

南　

良　

太

加
寿
子

大
村　

史し

き己
※　

摺
ヶ
浜
中　

武　

史

め
ぐ
み

小
牟
礼　

善ぜ
ん　
摺
ヶ
浜
中　
　

智　
希　

美

塩
先　

楓ふ
う
が雅

※　

中
小
路　

尊　

志

と
も
み

山
川
地
域

前
薗　

浬り
い
さ紗　

前
薗
下　
　

真　
琴　

美

上
村
香か

り

な
里
奈　

谷
村
上　

勝　

彦

乃
理
子

小
川　

唯ゆ
い
と斗　

谷
村
下　

誠　

志

幸　

美

開
聞
地
域

下
村　

藍あ
い
む夢　
　

脇　
　

将　

己

留　

菜

市
外

白
石　

雄ゆ
う
せ
い星

※　

福
岡
県

北
九
州
市　

裕　

一

彩　

子

浦
門
み
や
び　
屋
久
島
町　

征　

二

美　

穂

松
窪　

勇ゆ
う
き希　

山
口
県

下
関
市　
　

誠　
い
く
み

矢
野
り
り
か
※　

福
岡
市

中
央
区　

裕　

紀

菜　

採

吉
峰　

に
こ　
鹿
児
島
市　

卓　

也

智　

香

指
宿
地
域

中　

吉　
　
　

敬　

77　

向　

吉

叶　
　
　

平　

二　

94　

湊　

中

若　

松　

美　

穗　

95　

高
野
原

益　

田　

京　

子　

80　

玉　

利

美　

代　

照　

夫　

74　

宮
ヶ
浜

臼　

山　

貞　

雄　

84　

臼　

山

上
玉
利　

ア
ツ
子　

67　

潟　

口

若　

松　
　
　

榮　

86　

迫　

北

今　

村　

良　

子　

58　
五
郎
ヶ
岡

三
反
園　

ス
ミ
子　

82　

潟　

山

安　

山　

浄　

光　

95　
摺
ヶ
浜
南

宮　

下　

耕　

作　

60　

麓　

上

村　

野　

栄　

一　

66　

細
田
西

中　

西　
　
　

榮　

90　

小
牧
西

中　

林　

清　

子　

86　

北
十
町

冨　

田　
　
　

亨　

85　

湯
之
里

中　

濵　

利　

夫　

85　

瀬　

崎

住　

吉　

君　

雄　

61　

中
福
良

杖　

谷　

義　

文　

63　

迫　

北

吉　

山　

マ
サ
子　

69　

仮　

屋

片　

平　

か
よ
子　

57　

片
野
田

山
川
地
域

福　

永　

勝　

美　

82　

谷
村
上

上　

薗　

萬
里
人　

70　
町
４
区
東

　
　
　
　

エ
ミ
子　

79　

井
手
前

馬　

場　
シ
ヲ
マ
ツ　

101　

神
方
下

𦚰　
　
　

フ
ミ
ヱ　

84　

天
神
下

川　

中　

ヒ
サ
子　

84　

井
手
上

福
ヶ
迫　
　
　

子　

66　

神
方
下

今　

村　

フ
ミ
エ　

102　
町
２
区
東

寺　

師　

サ
ツ
エ　

68　
町
５
区
東

丸　

田　

辰　

巳　

75　

愛
宕
下

山　

口　

ト
シ
子　

87　

下　

原

佐　

藤　

千
鶴
榮　

93　
町
４
区
西

開
聞
地
域

鈴　

木　

政　

信　

78　

川
尻
北

番　

匠　

實　

信　

79　

加　

治

七　

夕　

忠　

義　

88　

西　

元

田　

中　

サ　

ヱ　

88　

田　

中

坂　

元　

範　

夫　

66　

蛭　

子

紀　
　
　

ト　

ク　

101　

中　

組

岡　

元　

秋　

男　

58　

上　

手

福　

村　

フ　

サ　

94　

西　

元

田　

中　

清　

光　

81　

西
開
聞

神　

窪　

し　

ほ　

46　

入　

野

市
内

帖　

地　

ハ
ツ
エ　

87　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

敬
称
略
）

元気にすこやかに育っ
てね。

パパみたいに強く育っ
てね♡

元気に育ってね。

パパとママを選んでく
れてありがとう☆

健康で元気に育ってね
☆

いっぱい×2大好きって
言ってあげるよ♪

元気で大きな子に育っ
てね。

元気で思いやりのある
子に育ってね♡

かわいい笑顔をありが
とう。大きく育って。

生まれてきてくれてあ
りがとう！

市山　幸
こうめ

芽ちゃん

塩先　楓
ふうが

雅ちゃん

小倉　優
ゆう な

那ちゃん

大村　史
し き

己ちゃん

狩集　優
ゆうせい

生ちゃん

五十嵐	吏
り く

玖ちゃん 窪　蒼
そう た

大ちゃん

矢野	りりかちゃん

肥後　一
いぶ き

颯ちゃん

白石　雄
ゆうせい

星ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
20
文
字
以
内
）

を
記
入
し
、
メ
ー
ル
（
画
像
は
２

Ｍ
Ｂ
以
内
）、郵
送
、
持
参
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

 11 
月

 30 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

メ
ガ
バ
イ
ト

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族

化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

な
ど
が
進
む
中
、
地
域
に
お
け
る

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
の
防
災
・
防
犯
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
子
育
て
支
援

な
ど
の
日
常
生
活
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
個
人
や
家
庭
に
よ
る
「
自
助
」

に
加
え
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住

民
同
士
が
助
け
合
う
「
共
助
」
が

不
可
欠
で
す
。

　

「
地
域
活
動
へ
の
参
加
や
近
所

付
き
合
い
を
し
な
く
て
も
、
今
の

と
こ
ろ
何
の
支
障
も
な
い
」、「
他

人
と
の
付
き
合
い
は
面
倒
く
さ
い
、

煩
わ
し
い
」
な
ど
と
考
え
て
し
ま

っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
人
が
生
き

て
い
く
上
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に

は
地
域
の
人
々
の
力
や
助
け
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
避
難

所
の
運
営
や
復
旧
・
復
興
へ
の
取

り
組
み
の
中
で
も
、
長
年
培
っ
て

き
た
地
域
の
絆
や
ご
近
所
パ
ワ
ー

な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
限
ら
ず
、
人
は

誰
も
が
周
り
の
人
の
ち
ょ
っ
と
し

た
気
遣
い
や
見
守
り
の
中
で
、
支

え
・
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
き
て
い

ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の

顔
見
知
り
の
関
係
を
広
げ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
近
所
付
き
合
い
は
あ
り
ま
す

か
。
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
か
。

　

ま
ず
は
、
誰

に
で
も
で
き
る

あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
こ
と
で
、

地
域
と
の
関
わ

り
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

共
生
・
協
働
シ
リ
ー
ズ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆き

ず
な

～
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
～
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分かりやすい医療の話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会会長　大重　勝彦

Doctor

みんなで守ろう！地域の健康
～指宿医師会の取り組み～

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
穏
や
か
な

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
指
宿
医
師
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
は
、「
当
番
制
」
で
す
。

休
日
・
祝
日
の
昼
間
の
当
番
医
は
「
在

宅
当
番
」
と
い
わ
れ
、
主
に
入
院
を

必
要
と
し
な
い
一
次
救
急
の
患
者
さ

ん
の
対
応
に
当
た
り
ま
す
。
入
院
を

必
要
と
す
る
二
次
救
急
の
患
者
さ
ん

へ
の
対
応
は
「
輪
番
制
当
番
」
と
い

わ
れ
、
休
日
・
祝
日
の
昼
間
は
、
指

宿
医
師
会
の
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
、

ま
た
、
夜
間
は
入
院
施
設
の
あ
る
医

療
機
関
で
１
年
を
通
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
以
前
は
、
内
科
・
外
科
各

１
カ
所
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

外
科
系
医
療
機
関
の
減
少
や
従
事
医

師
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
や
む
を
得

ず
２
年
前
か
ら
内
科
・
外
科
を
問
わ

ず
１
カ
所
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
皆

様
が
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、

月
に
７
回
程
度
、
平
日
の
18
時
か
ら

21
時
ま
で
、
無
床
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

時
間
外
診
療
を
行
い
、
輪
番
当
番
医

を
応
援
し
て
い
ま
す
（
輪
番
サ
ポ
ー

ト
医
）。

　

救
急
医
療
の
疲
弊
を
防
ぐ
た
め
に
、

診
療
時
間
内
（
昼
間
の
う
ち
）
の
受

診
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
、
急
変
な

ど
緊
急
の
場
合
に
は
、
ま
ず
、
か
か

り
つ
け
医
に
、
不
在
の
場
合
に
は
夜

間
当
番
医
に
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
当
番
医
療
機
関
は
、
指
宿
医

師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
☎
㉒
６
８
６
８
）
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。
夜
間
当
番
医
は
専

門
外
で
あ
っ
て
も
、
責
任
を
持
っ
て

専
門
医
を
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、

受
診
の
際
は
必
ず
電
話
で
連
絡
、
確

認
を
し
て
か
ら
受
診
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
つ
目
に
、
地
域
の
救
急
医
療
、

地
域
の
健
康
を
守
る
た
め
、
私
た
ち

は
、「
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
強
化
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
「
車

座
対
話
集
会
」
を
始
め
ま
し
た
。『
み

ん
な
で
語
ろ
う
！
み
ん
な
の
健
康
』

を
テ
ー
マ
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
気

軽
に
話
し
合
う
場
と
し
て
、
ま
た
、

医
師
を
身
近
に
感
じ
、
か
か
り
つ
け

医
の
役
割
を
考
え
る
場
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
す
べ
て
の
地
域
で

の
開
催
を
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
２
回

開
催
し
、
２
月
に
は
山
川
地
域
で
の

開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
医
療
の

話
は
も
ち
ろ
ん
、
医
師
へ
の
要
望
や

質
問
等
、
何
で
も
尋
ね
ら
れ
る
場
に

な
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
つ
も
り

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
、
一
方
的
に
地
区

に
押
し
か
け
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、「
○
○
地
区
に
お
い

で
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
。

　

指
宿
医
師
会
で
は
、「
み
ん
な
で
守

ろ
う
！
地
域
の
健
康
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
医
療
（
健

康
）
は
、
住
民
の
方
々
と
協
力
し
合

っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

「
か
か
り
つ
け
医
は
○
○
先
生
」、

「
○
○
先
生
は
何
で
も
相
談
で
き
る
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
ぜ
ひ
、
か

か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
か
か
り
つ
け

医
・
当
番
医
の
有
効
な
活
用
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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